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Examination of reports and editorials on the Ryukyuan problems
by chinese journalism in the late Qing dynasty (Partm) - During
and after re-negotiation over division of Ryukyu Islands between
Japan and China-

Kikoh NISHIZATO

Summary

The progress of the Ryukyuan problems from 1870' s to 1880's can be divided into the following five

phases: the first phase (1871-1874), that is, around the Taiwan Incident. the second phase (1875-1879),

around prohibiting the Ryukyu Kingdom from tributary. the third phase (1879-1880). around the

.abolition of the Ryukyu Kingdom. the fourth phase (1880-1881), around the negotiation over division

of Ryukyu Islands between Japan and China. the fifth phase (1881-1891), during and after re-negotiation

between Japan and China.

In this paper, author examine reports and editorials on the Ryukyuan problems by chinese journalism

in the fifth phase. chinese journalism in this phase focused on the following subjects; <Dthe process of

re-negotiation over division of RYukyu Islands between Japan and China, @the preparation for the

outbreak of War in Japan and China, ®the Ryukyuan ambivalent attitudes toward Japanese government

and their movement for re-construction of the Ryukyu Kingdom.

On the subject of CD, chinese journalism often gave the wrong information that Chinese government

intended to compensate Japanese government for the running expenses of Ryukyu Islands with a

large sum of mony, because chinese journalism could not catch the correct information on the re

negotiation between Japan and China.

On the subject of @,. chinese journalism emphasized that Japanese government was putting the military

expansion plan into practice, and aimed to bluff Chinese government into retreating from the Ryukyu

an problems.

On the subject of ®. chinese journalism, influenced by the incomplete sources, incorrectly reported and

commented on a event of a Ryukyuan sacrificing himself in a national emergency. and the disputes

about re-construction of the Ryukyu Kingdom among the Ryukyuan groups.
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琉球問題の第四段階におけるi繩|ジャーナリズム
はじめに の報道・論評を取り上げてその特徴を検討した《'１。

その結果、琉球問題の第四段階即ち琉球分割交渉
の前後における清国ジャーナリズムの報道・論評
の主要なテーマは、①グラントの調停に関する問
題､②日清交渉（琉球分割交渉）に関する問題、
③琉球問題をめぐる日清露三国関係に関する問題、
④興亜会とそのアジア振興・日清提携論に関する
問題に集約されることを確認しつつ、次の論点を
提示した。

第一に、情国ジャーナリズムが①の問題につい
て報道・論評したのはグラントの帰国後のことで、
しかもグラントが清国当局あての瞥簡で琉球三分
割案を提案したかのように報道したり、アメリカ

発の情報にもとづいてグラントの調停を客観的に
報道しながらも、琉球分割案については言及して
いないこと、

第二に、清国ジャーナリズムは秘密外交の厚い

壁に阻まれて正確な情報をキャッチすることがで

きず､＠の問題については日本及び欧米系の新聞
を情報源として断片的な臆測記事を報道し、臆測

情報にもとづいて琉球二分割案を拒否したのは日

本側であると受け止め、グラントの調停を尊重し

て琉球二分創案を受け容れるようＨ本側へ呼びか

けていること、、

第三に、伊箪問題と琉球問題が相互に関連して

いると認識されていたことから、構図ジャーナリ

ズムは③の問題については、琉球問題に乗じたロ

シアの日清離間策に注意を喚起し、日露同盟か日

清提携かの選択を日本側へ迫る論陣を張り、基本

的には日清提携の立場に立ちながらも、一方でロ

シアの侵略の意図を過小評価して琉球問題で清国

を「懸陵」する日本当局の対応を批判するととも

に、他方で区々たる琉球の問題に拘泥するよりも

ロシアの侵略からアジア全体を守るために日清提

携すべしと主張したこと、

第四に、アジア振興・日清提携を趣旨とする興

亜会の設立は、清国のジャーナリズムでも好意的

に報道され、とりわけ玉総の循環Ｈ報は興亜会の

設立を「日本一変」の契機として歓迎し、その趣

旨を積極的に宣伝するのに一役買ったけれども、

他方ではまた日本人の興亜会員たちが琉球問題を

回避したり小事とみなす傾向に注意を喚起し、琉

琉球問題が東アジア国際関係の一つの焦点とな
り、日澗外交の重要な課題となったのは19世紀の
70～80年代のことである。この時期に、滴国では
洋務遮勤の副産物として、中国人読者を対象とす
る多数の新聞雑誌が次々に発行ざれた(1)。上海の
申報（72年創刊)、香港の循環日報（74年創刊)、
北京の万国公報（74年改名)、上海の益聞録（７９
年創刊）などはその代表である。これらの新聞・
雑鰭は琉球問題が外交問題として浮上して以後、
その展開・ＩＭＩ折・終局に至る全局面において継続
的に報道し続け、この時期の国際的諸事件との関
遮をも踏まえて、さまざまの角度から騰評を加え
た。

琉球問題の展開過秘は五つの段階に区分するこ
とができる。即ち第一段階（台湾事件の前後)、

鋪二段階（琉球の進貢,冊封禁止前後)、第三段

階（廃流麗県の前後)、第四段階（琉球分割交渉

の前後)、第五段階（琉球分割条約調印回避以後）
である。

1990年の第三回中琉歴史学術会議において、私

は「清末のジャーナリズムと琉球問題一廃琉置

県の前後一」と題して報告を試み、第三段階ま

での琉球問題に関する清国ジャーナリズムの報道６

論評の特徴を検討した(2)。その結果､構図のジャー

ナリズムは①琉球問題の第一段階からすでに日本

の明治政府の隠された意図に注目し、台湾事件の

報道のなかで琉球所属問題をクローズアップさせ

たこと、②第二段階においては琉球所属問題に加

えて琉球人の動向＝救国運動をも報道．論評の対

象としたこと、③第三段階に入って本格的．系統

的に琉球M1題を取り上げるようになるが、廃琉置

県を齢呼・秤価する際の避準として、第一に琉球

所鰯論、第二に万国公法と日楕修好条規、第三に

琉球民衆の意思を持ち出したこと、④琉球民衆の

窓思を廃琉置県評価の最大の議拠に据えた循環日
報の篭説には、民族自決の原理を踏まえた国際認

識の萌芽が確認されることなどを明らかにした。
：さらに1998年の第七回中流歴史学術会議におい

ても、第三回会議の報告を踏まえつつ、私は再度
「滴末のジャーナリズムと琉球問題（続編）＿
琉球分割交渉の前後一」と題して報告を試み、
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球問題の解決を抜きにしてどれほど日清修好を唱

えてみても、それは「陰謀諭計」に過ぎないなど

と厳しい批判を展開したこと、等々である。

本稿では、引き続き琉球問題の第五段階即ち琉

球分割条約の調印回避後の日清再交渉の時期にお

いて、滑国ジャーナリズムが琉球問題をどのよう

に報道・論評したのかを検討しつつ、併せてこの

時期の琉球問題が内外の諸問題とどのように関連

していたのかを考察してみたい。

から、「中国の為に計れば、今、宜しく明らかに

その使臣に告<~べし。中国は藩服の在る所必ず保

つ｡外国は侮の在る所を見れば必ず懲す｡日本砦
ひ

し天よりその哀を誘われて禍を?悔やみ、之を廷き

て琉球の土地を交回し琉球の君臣を送り帰し、そ

の宗iiitiを守らしめ、その衆庶を撫して相い安んじ
かわ

相し､保ち、歴久して楡らざらしむれば、中東の交
しか た

は以て永く固かるべく、否らずんI襲惟だ戦に出る

あるのみ｣化）と総じている。要するに、日本側が

グラントの溺停に従い、通商港のさらなる拡大を

要求しないならば、惰国側も琉球分割を受け入れ

て決着させる用意があると意思表明しているのに、

日本側の同意が得られないとすれば開戦あるのみ

というわけである。ここでは、再交渉の理由が琉

球問題よりも通商問題にあると認識されているこ

とに留意しておきたい。

循環日報の報道に依拠して、申報もまた10日後

に再交渉を命ずろ上輸を掲載し、、ついで４月２５

日付の紙面には上諭に関する論説を掲載した。申

報の論説は、循環日報とはやや異なる視点から、

次のように論じている(8)。

①日本の意図するところは「固より中に在り

て専ら琉に在る」わけではない。石田のような琉

球を獲得しても日本国の財政にプラスになること

はないけれども、ただ琉球問題を口実にして清国

を挑発し、「以てその要挟の私を逼し<せんと欲」

している。なんと「狡稔」なことか。日本の「要

挟」に任せるわけにはいかない。

②上諭によれば「中国は球を存すろを以て童

と為す。…球案の妥結を俟ちて商務自ずから鱗し

行うべし」と言っている。つまり「商務既に賎し

行わんと欲すれば、琉球は須らく復国すべし」と

いうことになり、また「若し琉球を以て両島を画

分すれば、名は復球と為すも実は分球」であるか

ら、受け入れるわけにはいかない。

③滑国は琉球問題の処理にあたって、決して

日本と事を構えようと思っているわけではなく、

｢また琉球の土地を以て利と為す」わけでもない。

ただ琉球は従来「中国に服属し、極めて恭順」で

あったのに、「今忽ち強鄭の井する所と為り、球

祀中絶すろを以て、心に実に忍びざる所｣がある。

④上諭の趣旨に従って「如し能〈琉球をして

絶えて復た続き、亡びて復た存せしむれば、則ち

Ｉ日清再交渉の顛末をめぐる報道と論評

1880年８月から10月までの日清交渉の結果妥結

した琉球分割条約の禰印が亡命琉球人の決死の抵

抗によって延期され、滴国内に調印可否輪争を引

き起こすこととなり、遂に調印不可・再交渉の上

諭が下されたのは81年３月６日のことであった(4)。

しかし、滑国のジャーナリズムが報道したのは一

ケ月以上も後のことである。まず、香港の循環日

報が81年４月12日の紙面に「琉球の事、中朝に在

りては原より賭を度外に置くには非ず､得だ､間
に日本と和好すろを以て、麹に辺環を開〈を欲せ

ニこ し

ざるのみ。Ｚ賞に京都より逓到せる信息ありて悉ろ

を得たり。中朝已に南北通商大臣に筋して､蔓よ
く簿画を為さしむ。髄みて上諭を将て左方に恭録

す｣(`）と前置きして、再交渉を命ずろ上諭を掲載

した。

その翌日、循環日報はまた上諭に関する騰評を

掲載し、日清交渉における日本側の意図について、

｢是れ、日本また通商に籍りて名と為し、恋蝉干

求し､中朝の口を蘭ぎてその気を奪い､再び敢え
て復た琉球の一事に提及せざらんと欲するなり」

と推測した上で、対露軍を対日遠征軍に振り向け

るべしと主張する対日強硬論にも言及しつつ、

｢然れども朝廷の意に在りては、始終睦隣を以て

童と為し、便ち日本、美国前総統の磯する所に従

うの外に於て､更に口岸を鶚めて通商するに非ざ
れば､則ちま鰯〈鏑う所を聰し､琉球の境土を

ゆろ

かえ

将て数島を割き回し､中山の嗣を存して復たi;に
計較すること多からざらしめんとす」と受け止め、

さらに「夫れ中東毘連し、唇歯の如きあり。中国

当今の急務は俄人の窺伺を防ぐ゛を重んじて日人の

強横を蕊むるを重んじず｣という日清提携の立場
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意から日本領事に引き渡された事件を取りあげて、

81年７月11日付の循環日報が「それ中東は琉球の

事の為に、各々心に芥帯するあり。終に将にその

是非を争辮し玉昂を舎てて輿戊を以て相い見えん

とす。通商の諸国また将に出面して之が為に鯛停

せんとするに、今、難民を以て日本に交回すれば、

是れ自ら琉球を棄てて之を外視するなり｣(M)と論

じている点に、プラントやウエードらの鯛停の動

きに気づいていた可能性が窺われる。日清再交渉

の具体的な情報がキャッチされないまま、８１年９

月16日付の循環日報は「日本の信息に接到したる

に、その国中に伝説すら<、中朝は琉球の事に於

て、総て心に釈然とする能わず。現にまた将に使

臣を適して日本に赴きて理論せしめんとす。もし

争執するあれば、兵戎の輿るは免れざる所に在り。

而して日廷は是に由り擬して先発人を制するの拳

を作さんとし、また将に使臣を筒派して中国に赴

き、琉球の事に於ては究寛如何に緋理するやを胸

間せしめんとす」という日本発の情報を紹介しつ

つ、「此れに拠れば、日人の意はそれ将に終に琉

球を拠有せんとするや、明らかなり。然れども中

朝は遺使して前往せしめ、琉球を理残すと繭う゜

此れ、殆ど日人は自ら端なくして琉球の君を廃し、

琉球の地を併し、琉球の昨を覆し、琉球の民を樵

すろは、理に於いては則ち順ならず、情に於いて

は則ち公ならざるを知るなり」と論難し、さらに

防衛体制を固めて日本を迎え撃てば「勝負の数は

預め決すべし」との自信を表明するものの、琉球

問題については「迅速に辨理するに非ざれぱ、中

国或いは他務あり、日人また将に因りて心を生ぜ

ん。則ち事は究に未だ知るべからず」と指摘して、

連かなる解決策を鱒ずろ必要性を強鯛している(瞳)。

再交渉のための使節派遣との関連で注目された

のは、第二代駐日公使として赴任する蕊庶昌の動

向であった。梨庶昌はヨーロッパ滞在中の81年４

月５日に駐日公使に任命されるけれども、帰国し

たのは半年後の十月のことで、さらに家族や随員

とともに上海を出航し東京へ到着したのは翌82年

２月14日のことであった(１６)。この間の黎庶畠の動

向については、循環日報が「東洋に出便するの大

臣蕊庶昌、業巳に京に到りて謂安し、即ちに召見

を譲る」と報じ《'7)、ついで翌々日の紙面では、

｢黎瀧齋星便、また巳に行きて日本の東京に抵り、

日人商務を以て言を為すと錐も、また傭して鯖う

所の如くし、以て寛容の度を示す｣べきであるが、
が４

｢』bし琉球iiお全存し能わずして日人反ってその
要挟感蝿まにすれば､則ち惟だ±を選び兵を腐
して日と決戦し、琉球の為に故地を奪取し、価お

世々その祀を守らしむるのみ」である。

日本は琉球問題を口実にして商務（貿易問題）

で済国を強爾ろうとしているという申報の囲織は

循環日報にも共通するところであるが、申報の論

鋭は上翰の力点力砿球問題の解決にあることを明

確に麗織し、琉球二分割のままでは受け入れられ

ないと指摘している点に注目すべきであろう。

再交渉を命ずる上鹸の公表によって、琉球分割

条約は闇印されないまま凍結されることになった

けれども、日惰両国はいくつかのルートで再交渉

を摸索する(・)。まず、８１年６月の時点で、滑国駐

在ドイツ公使のプラントが、滴国側の意向を受け

て、明治政府の岩倉具視あてに瞥簡を送り、琉球

問題についての交渉再開を勧告した。プラント瞥

簡は明治政府へ衝撃を与え、その対応策について

二ケ月にわたる慎重な協霞が繰り返されたが、明

治政府は最終的にプラントの勧告を鮒絶し(!．)、清

国との交渉再開を模索した。井上外務卿は折しも

来日中の香港総督ヘンネッシーに依嘱して情国働

に日本側の餓歩案を伝えさせ、同時に構図側の意

向を探索させた。８１年10月、ヘンネッシーは駐滑

英国公使のウェードと相談の上、非公式に日清間

の斡旋を減みた。ヘンネヅシーと会酸した李鴻章

は琉球分割条約による決藩を希望したという(､)。

同じ頃、第二代の駐日公使として赴任予定の蕊庶

昌も、北京で天津領事の竹添進一郎と会談して琉

球問題の解決に楽観的な展望を示した(u)。竹添は

81年12月14日に李鴻章を訪れて琉球問題の解決方

法を飴鱗したが、この時も李鴻章は琉球分割条約

承廻の意向を示した。竹添の報告を受けて、明治

政府も再交渉の決意を固め、最後の琉球王尚泰の

嫡子（尚典）を惰国側に引き渡すという簸歩案を

用意して琉球分割条約の調印をせまる方針のもと

に、翌82年前半には再三の李鴻章．竹添会麟を通

じて琉球問題の決着を目指すことになる(回》。

この間の琉球問題をめぐる水面下の外交交渉に

ついて､情国ジャーナリズムはほとんど1W報をキャッ

チできなかった。偶々、琉球人の遭難者力輔国官
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船に附搭して都に回りて覆命し、識する所の約章

を呈遜すと云う」と報じている(2ｲ)。

清国のジャーナリズムは再交渉の妥結をしきり

に報道したわけであるが､８２年の後半には李鴻章．

竹添の再交渉妥結の可能性はむしろ減少する。朝

鮮における壬午軍乱により、日清外交当局の注意

が朝鮮問題へ集中するからである。もっとも、壬

午軍乱の善後処理が一段落すると、琉球問題が再

び日滑外交当局の交渉の対象となり、第三国によ

る綱停の可能性も模索された。８２年10月から翌８３

年春にかけて、駐日公使の黎庶昌は明治政府の松

方正義と非公式に繰り返し会談し、琉球問題解決

のための「－善了の辮法」を練り上げて李鴻章・

総理衙門へ提案している(動。また李鴻章も清図駐

在の米国替記官ホルコムにアメリカの仲裁を希望

したが(■】、この情報は82年11月20日付の循環日報

に「李伯相、再び琉球の事を商議するを行い、妥

協に藤らしめんと欲す。博に拠るに、美廷、代理

と為ろを允す、と。但、未だ此の實の確かなるや

否やを悉らざるのみ」と報じられている(卸)。アメ

リカの仲裁の報道から五日後、循環日報は諸説を

掲げて次のように論じた。

「琉球の夷げられて郡県と為りて巳に蓬に四年

なり。王は覇留を被り国は傷つきて破滅す。孤臣

遺老ありて包骨の笑を放すと錐も懐王の返ろを望

み難し。乃ち西字報を閲ろに又調う。中朝は之が

調停を為さんと欲し、美国また中より助力せんと

願うも、此れ、事は伝聞に属し、未だ確かなるや

否やを悉らず、と。然れども日人の`し志を窺えば、

その琉球に於けるや、巳に視て己の固有する所と

為し、中朝に千るの事なきに似たり。若し徒に理

の直、気の壮を侍みて、勝を口舌に争わんと欲す

れば、堂に徒に往返を労して適々笑いを日人に飴

すに非ざらんや。且つ日本初め琉球を併するの時、

美の前総統赫蘭、地球を遊歴し、適々中国より以・

て日本に抵り、曽て日本の君臣と此の事に言及し、

力めてそれに琉球の君を帰し、琉球の記を存せん

ことを勧め、所有ゆろ琉球の境土の日本に付近す

る者は日本之を取り、その中山の故壌は琉球に絵

還し、日本をして既にその欲する所を得て、琉球

またその守る所を失わざらしめ、即ち中国に於て

は梢や余地を留め、欺蔑太だ醤だし<或は将に激

に堪えずして兵争の禍を成すを致さざるを砿す。

前任の星使何子淡侍講、業に将に交代し、起程し

て都に回りて覆命せんとす」との燗報を伝えてい

るが、同時に「願うに、黎星便の行止は未だ申報

に見えず。…楚れ則ち未だ解せざる所あり」とも

コメントしている(!`)。むろん、この時点では黎庶

畠はまだ赴任していない。黎庶畠の東京到着から

一週間後、循環日報は漸く黎庶昌一行が長崎を出

発して神戸に至ったことを伝えている(ぬ)。

着任した蕊庶昌は参賛官の桃文棟とともに琉球

問題に関する情報の収集と分析に乗り出し、新た

な独自の解決案を李鴻章へ提案した。すなわち首

里城を尚泰へ返還するという条件を追加して琉球

分割条約を承圏するという案である1m)。折しも天

津で李鴻章・竹添会談が繰り返されている時期で

あった。李鴻章は黎庶昌案を竹添へ提起するけれ

ども、竹添の受け入れるところとならず、交渉は

なお竹添の提起した日本側の醸歩案をペースにし

て展開された(21)。しかし、この間の傭報はジャー

ナリズムにキャッチされることはなく、８２年５月

の時点で漸く再交渉の顛末に関する情報が報じら

れるようになる。８２年５月26日付の申報は「日本

の西字報に言う。日本、中国と琉球を紋髄するの

一事、現に巳に該国の華に駐するの領事官と李伯

相より賎を定め､妥洽に蕊ろを得れば､未だ睦誼
を傷つけず。その如何に議妥するや、及び章程は

実に似るやに至っては、刻ごろ尚お未だ知らず、

と。此の慣、如し確かなれＩ類りち惟に琉球の幸の

みならず、また中国と日本の生盤の福なり」と報

じ(画)、５月31日付の循環日報もまた同様に、「日

本より逓到せる信息に云う。西暦五月十三日、天

津よりの郵筒に接到して悉ろを得たるに、琉球の

一事は、経に日本の駐津領事、李伯相とその事を

妥議し､巳に定めて条約あり､徽二之が鯛停を為
す｡未繍こその評を聞く能わずと錐も､然れど
も大旨は巳に妥協に蕊る｡中東二国は既に嫌を挟
み争を鷲<を致さず､琉球もまたその国酢を魁ら
うぺし、と。審かに是、琉球の福にしてまた中国

の福なり｣(回)と、交渉妥結を報道している。さら

に６月22日付の循環日報でも、「神戸新報に云う。

蓮に聞くに、琉球の事は経に日国公使の他基鮴伊

特、天津に赴き、李伯相及び総理衝門人貝と酌議

妥協し、立てて和約あり。砥、日廷の画押を侯ち

て即ちに施行すべし。現時、日便、掌高冶馬魯火
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中国の駐東欽差は共に琉球の事を論じ、丘相に弁
駁す。中国の欽差は日本の外務大臣に琉球の事如
何に処置するやを調問す。外務大臣答うろに、敵
国定める所の章程I鑑に中朝久しく巳に之を知る、
現今鮴朝回覆すれば妥協し能うを以てす｡外務
大臣は復た中国欽使に中朝は将に如何に綴答する
やを調問す。欽使答うろに、朝廷自ら権衡あり、
使臣の擬議し能う所には非ざるを以てし、且つ云
う｡今は使臣祗日廷意を立つること如何を知らん
と欲するのみ、と。後に外務大臣複た言う。琉球

の一事、若し中朝早に定見あれば己に妥協せしに

時を多くすと云う」と報じ側)、琉球問題について

両者が互いに「弁駁」しあった状況を伝えている。

他方、北京における榎本公使と清国当局との会

談について、循環日報は「日本朝廷、前に中国に

来るの使臣榎本武場に委す。弦に聞くに、日廷簡

週する轍は蓋し琉球.朝鮮の二事に因るなり。
惟だこ事は未だ妥協せず。故に日の使臣は東京|こ
かＡ

回りて、’1Iくる後再び商議を行わんと欲するの

み｣(鉤)との日本発の情報を掲載したが、ついで２

月16日付の紙面にも、日本発の情報として「前に

日本の華京に駐紫するの榎本公使、中国の総理衝
いた

Ｆ１と琉球の事を商議し、未だ妥協に藻らざるに因

叺故に附航して回国すと報ず゜蓬に交し得たる

に、その実は蓋し傅者の誤りなり。是れより先、

公使、中朝と琉球の事を商議し、頭緒あるに因り、

故に回国して日廷に稟知し、然る後、回任して事

を緋ぜんとす。而して日本の外務卿、近ごろまた

中国の日本に駐紫するの黎星使とその事を商した
ただ 中

ろlこ、祗、中朝梢や日本の兵費及び数年の経営の

資を補回すろを欲するのみ」と報じ、構図が日本

へ賠償を支払うという方式で日清両国は琉球問題

を決着させようとしていると受け止めつつ、「按

ずろに､琉球I蝋ｱられて郡県と為りて今に五執
I叱

幾んど黎侯の国をF失いて子の帰るなく、江黄已に

滅びて六蓼祀らざるが如し。今、此の議若し成れ

ば､尚氏の祀は&ちずして中山の国は再建せらる
るなり。堂に事幸を厚くする所の者に非ざらんや」

とコメントしているけれども、「伝説の辞はある

いは尚お不実不尽あり」と断っている(銅)。

交渉妥結の情報を得て、循環日報は83年２月１９

日付の紙面に「中東の琉球の事を商辨すろを鶴Ｆｆ」

という論説を掲載し(鋼)、その中で、①日本は欧米

燃騨芒鰯'鯛ﾐ鯛學つい上の

鱗ず゜美総統自ら理を以て諭し難きを知り、ま
た復た再び胃う所あらず、中朝終に如何ともする
なく､以て今にいたる。…若し明らかにその非を
斥けて之を済くるに威武を以てせざれぱ、断じて
その口を閉ざして之が熟を奪い難し｡故に中国に
して琉球を争わざれぱ則ち巳むのみ。若し藩服た
るを鴎め、必ず之をして亡びて復た存せしめんと
欲すれば、則ち閥停の説は断じて行わざる所あり、
抑もまた終に綴くる無きに帰すなり｡所謂事の未
だ鯛伸し易すからざる者、此れなり｣(劃。

饗するに、「西字報」ではアメリカの鬮停の可
能性を報じているけれども、日本はかつてグラン

トの公正な閥停を拒否して琉球を占拠してしまっ

たのであるから、今更綱停に頼って日本を説得す

るのは不可能で、琉球を取り返すには「武威を以

て」日本にせまる以外にない、というわけである。

ここでは、グラントの調停の内容力Ｅ分割案(琉

球榎図案）であったかのように理解きれ、また分

創条約調印の約束を反古にしたのは清国側である

ことが全く理解されていないこと、その上で再度

のアメリカの調停に反対していることに注目すべ

きであろう｡もっとも、アメリカの調停に対する

期待感が全くなかったわけではなく、８３年２月２６

日付の循環日報は未確麗憎報として「現に道路に

は、葵国の遡羅に駐するの公使何路達文、中東そ

の中より鯛伸すろを鯛うを経たりと粉博す。琉球

の事は、想うに、必ず公使の胸に定見ありて而ろ

後、両国は為に之を公拳するなり」という過羅発

､の傭報を褐戦し(")、また３月４日付の申報も「香

港の西人、鶴を遥羅の西字報に致して言う。近来、

中日、琉球の－蕊に因り、則醗あろを致す。恐ら

くは過鰯に駐するの美風公使、また将に与にその

事を磯すべし云々」と報道している"〕o

tiろんく日滑両国は第三国の調停に期待するよ
りも、?直接交渉による解決を模索し続けた｡黎庶
鈩昌ﾂ｡松方会談について、滑国ジャーナリズムは情

報をキャッチし得なかったけれども、蕊庶昌と外
叱務大臣との会談については、８２年12月13日付の循
環Ｈ報力境京日々新聞の記事を引用して、「中国、
､日本と琉球の事未だ妥協に藻らざるに因り、尚お
剛ii鑓ｊｉｉｆす‘ｉ聞くに､日本の外務大臣壊那依及び
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期す。その意は盤し琉球の各島を将て鴻構を劃画

し蝸角を判分し、その中国に付近する者は中国に

還し､その日本に付近する者IdNii協う日本に属せし
め、是れに由り和約の中に在りて従前の諸事は概

ね種きて論ずろなしと詳滅し、並びに前時の和約

の条款にして、間々未だ便ならざることある者を
も

将って、再び商改をf為し、永久を垂れて以て信守
企 ｂ

を昭かにせしtjo惟だ、中国の総署は価お日人詐

多きを以て後日終に反覆あるを深慮し、故に尚お

前識を堅持し、未だ覆答を為さざるなり」と報道

しているけれども、「按ずろに、琉球の事、此の

如きの弁法は是れ即ち美邦の前総統赫蘭の説なり。

当時、日本は琉球を禽頼し、巳にその言を聡かざ
ゆる

るに、何ぞ今日また是の識ありて復た以て中朝允

さずと為すや。想うに、束報はまた是れ捕測の詞
まき

}こして或は之を伝聞に得れば、容に実ならず尽さ

ざる者あり」と情報の償感性に疑問を呈してい

る(躯)。この時点でもなお循環日報は、グラントの

調停案（琉球分割条約〉を拒絶したのは日本側で

あると思い込んでいることに留意すべきであろう。

循環日報がグラント調停後の交渉経緯をやや正

確に認識するようになったのは83年５月の時点で

あって、「日使の琉球の事を議すろを議ず」とい

う論説のなかで、「琉球の事は巳に数載を歴たり。

中東使臣を派して会商すると錐もついに成議なし。
弗

現に西字報ﾁﾘを閲るに、両国交渉の文献あり。そ

の大旨は、擬して美国前総統の言に照し、琉球の

各島を以て割分し、中国に付近するの二島を以て

中国に給還し、並びに和約を修改し、以て信守を

昭かにす。惟だ日使の意はその事の速成に在るも、

中国の総署はまた上諭を泰有したるに南北洋大臣

に発交して商議せしむくしとあれば、可否は覆奏

の後を俟ちて始めて施行し能うと調う。故に彼此

弁論し、各々一詞を執りて終に意見の参差すろを

党ゆ」と指摘し、琉球分割条約で決着できなかっ

た責任は情国側にあることを暗に認めつつ、「そ
た

れ外洋の交渉の事を弁理するIこ'ま、並えて要妙の

計なし。一言以て之を蔽うべし。必信必速と曰う

のみ」と強調し、外交交渉に当たっては慎重に準

備し、成算をもって交渉に臨み、一旦妥結すれば

相手を信じて即座に調印すべきであると原則論を

主張した上で、「琉球の一事の如きは、未だ会議

せざるの先に当り、即ちに宜しく通盤瀞算すべし。

って構国の多事につけ込み、「先に台湾

てその端を小試し、…遂に琉球を併有せ

」したが、単に「琉球を得て」満足する

<、「西隣の朝鮮にもまた垂漣して虎視」

こと、②それ故に「数年以来、琉球の事

るも、彼必ず多方に緋論し｣、元々構図

ないことなので琉球の「興廃存亡」をめ

交交渉して「算隙を啓<」つもりはない

い、アメリカの前大統領グラントが「行
CO尤

亘３に抵り、調停を為さんと欲するもまた

えようとしなかったこと、③日本国内で

創立した「惰議の流」は「中東の両国は

依りたれば宜しく聯絡の法を講求し、互

の誼を篤くして以て外人の侵陵に備え外

をiii:すべし､方今､俄人の志は亜洲を経
在れば、中東力を合せるに非らざれば、
ゐせ

鴎く゛能わず、此れ要務たり、琉球は'j､事

きて論ずるなかるくし」などと言ってい

力ような議論は｢隣人の財物を蕊い隣人
腿りて、吾食欲する所あるにあらず、汝

せて以て外盗の劫掠に備えんとすと曰う」

であること、④琉球は本来滑国に属して

ヨは必ず琉球の所属を争うということに

、単に日本人が知っているだけでなく、

ﾃﾞの各国もまた之を知ら」ないものはな

も「事理の在る所、曲直の分かる所」は

らかであることなどを指摘しつつ、それ
由で

'土また琉球を帰還せんと欲し、業|こ中朝

預緒あり。その大旨は前時の軍飼及び数

刀費を筒すを得んと欲するに過ぎざるの
う情報を引用して、「此の如き説を信ず

青理の行うべきに属す」と歓迎の意を表

る゜

月の時点では、松方との会談で尚家世襲

連貢継続案）を取りまとめた旨の報告が

ら李鴻章や総理衙門へ送られ、交渉妥結

なかったわけではないけれども、総理衝

が得られず水泡に帰したことは周知の通

勤。循環日報の期待も当然水泡に帰した

るが、８３年４月の時点でも循環日報は日

服にもとづいて、「日本の駐京公使は現

総理衙門と心を悉して鱒画し、以て－是

各々怨嫌を釈き、言を好に帰さんことを
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かくて、清仏戦争の過程でも、あるいは日清修

好条規改訂交渉の過程でも、琉球問題は日清交渉

の一つの焦点として絶えず浮上することになる川)。

しかし、秘密外交の壁に阻まれて、清国ジャーナ

リズムがこれをキャッチすることはほとんど不可

能であったことに留意すべきであろう。．

耀綴議擦鱗

繩?鰯鰯ilkt廼懲洪

鮒したか…'川．と岫菖上外…

蕊霧篝

Ⅱ日清開戦準備への関心と論評

琉球問題の再交渉を命ずる上諭が下される前後

から、日清両国内には対決気運が醸成され、日清

関楓論も台頭したことから、両国とも開戦か再交

渉かの選択を迫られることとなる。清国ジャーナ

リズムは再交渉の情報へ関心を向けるととともに、

日清両国の軍事的動向にも注目した。この面では、

とりわけ日清関係の緊張（開戦の兆候)、日本側

の軍備拡張（海防強化)、清国側の軍備増強（海

防強化）などの動向力蟻球問題との関連において

注目されている。

まず、８１年３月以降の日清関係の緊張（開戦の

兆候）に関する報道についていえば、８１年５月２０

日付の申報が日本の西字新聞紙の記事にもとづい

て「此の時、中東の国事は、従前の台湾の一役に

鮫ぷるも、更に堪え難きを覚ゆ゜…恐らくは樽魁

に易えて干戈と為すを免れざるぺし」と報じ(⑫)、

外交交渉から開戦への局面転換の可能性を示唆し

ている。一ケ月後の６月18日付の申報も「華本月

初上、中国朝廷、各武Ｆ１に識令して預め不時の調

用に備えしむ。数日前、日廷また諭旨ありて、富

貴の家の丁壮をして皆水陸各軍に赴き、預め調用

に備えしむ。此に因り之を観れば、中東の環は将

に成らんとす」という日本の西字報の記事を転載

した後､｢然れども中国は近日＆えて聞く所なけ
れば、恐らくは此の言未だ深信するに足らざるな

り」とコメントしているm0l。

日本側の軍備拡張については、早くも81年３月

５日発行の益聞録が、日本政府は東京周辺に三つ

の砲台を設置する計画で、ドイツのクルップ社か

ら大砲七十門を購入する予定との横浜情報("】を褐Ⅷ

載し、８１年４月９日発行の万国公報も「日本、近

日、軍器・砲船を修理製造し、弁ぴに笑の水雷船

はまた巳に修整し、預め砲台を催して巨砲を安置

す」との日本の新聞の記事を報じつつ、「未だ何

－３６－
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を知らず。或は中東交渉の事の為めなる

別に他意あるか」とコメントしたい`)。ま

月17日付の循環日報は旧人、海防を鱒

いう見出しを掲げ、「日人、始めは島を

て我に蝉えんと欲し､藤議未だ成らずし
に言を食み盟に背き、駐京の公使は忽爾

を取りて陸行し、ここにその国に腱ろ。
、日の人士は皆、我の関東の師を以て利

か

'二乗じ、以て球事を問うを恐れ、爾の時、

し、辨論紛然として、間閥私議す。…日

兵艦を特派し、瀝地を遊歴して情形を深

めて中国の志は自守にあろを知る」と日
この

顛末に言及した後、「然れど(〕比ごろ聞
Ｈ

１ま海防'二於て、また復た日夜注意し、鋒

て余力を過さず。…此れ、未だ雨ふらざ

し、時に及んで整頓し、沖縄の無事を幸

以てその兵力を養い、その辺に傭うるを

ち日人、園より未だ嘗て一日として球事

ろを知るなり」と日本側の海防強化の意

を喚起している(卿。さらに81年６月24日

日報も「日本、邇来、海防に留意し、密

々密を加う゜即ちその国の新報もまた時

りて、此れに非ざれぱ以て威を示し患を

とjii為う゜蓋しその重んずる所の者は俄
ずして中国に在り｣(ｲ，）と指摘して、日本

がロシアではなく清国に向けられている

鋼した。８１年10月の時点でも、循環日報

<に、戟務局、近ごろ擬して希加思刺及

及び爾治盛の三処に於て、各々砲台一座

以て防守に資せしt,」と日本の軍備増強

後、「日人の紛紛として防務に簿辮する

琉球の事、歌を心に抱き、恒に中国師を

濁し争端を啓<を致さんことを慮るに因

叱れが為めに、以て先声人を奪わんこと

且つ以て傭ありて患なきを示すなり」と

愉者の見解を紹介している[⑭)。

刀軍備増強については、まず81年５月７

注聞録が、滑国政府は「西商」に鉄甲船

生し、一愛に大砲六門・小砲四門畦魚雷

るつもりとの「西報」の情報を報道し

焼いて、８１年５月25日付の循環日報は

;むを鶴ず」という論説を掲げ、次のよ

ている⑬)。

①最近、口コミによれば、首都の北京では

｢軍務を鱒傭すること＋分に緊急たり」というこ

とである。現在ロシアとの「和議は巳に成る」と

聞いているので、ロシアに対して「威武を用いる

所」はないようである。とすると、軍務にこれほ

ど笈笈としているのは殆ど日本との対決の為めで

あろう。

②惰国は「若し日本と琉球を争うも、また正

に必ずしも師を労して遠渉し、用て捷伐の威を彰

かにし、誇りて口入の略を言わ」ず、ただ琉球問

題については「理に拠りて以て反覆弁論し｣、日

本が若し背えて清国の言うことを認めて「旧交を

恵顧し｣、「琉球の君を反し、琉球の地を帰し、之

を正すに境界を以てし､之を笛ねるに盟誓を以て
かわ

し、相い安んじ相し､保ちて永久に漁る」ことがな

いようにすれば、「固より天の福、生霊の幸」と

いうものである。
これ

③もしそうでなければ、清国Iよ「藷を通商の

各国に告げ、その和好を絶ち、その使臣を辞し、
とも あらゆ

躯吏に厳筋して復た与'二通じるなからしめ、所有
た

る中国の口岸は密に稽査し、並えて日船のuO進し

て貿易するあろを潅さない｣ようにすべきで､そ
うすれば「彼進むも得る所なく、数月に及ばずし

て必ず将に坐して菌しむ｣だろう。
危の

④もし日本が「船堅砲利を｢侍みて沿海の諸郡

邑を侵擾すれば｣、滑国には「素より備え」があ

る。「来たれぱ則ち急撃し、退けば則ち追うなし」

という方針で臨むべきである。

要するに、清国の軍備強化が琉球問題をめぐる

日本との対決に備えた措置であることを前提とし

て、断固たる態度で琉球返還をせまり、日本力蛎

国の要求を飲まなければ国交断絶・貿易禁止に踏

切り、沿岸の防衛を強化すべしというわけである。

沿岸防衛策について循環日報は81年６月８日付の

紙面にも譲説を掲載し、戦艦の製造には時間と費

用がかかり過ぎるので外国から購入する方針を採

るべしと主張しつつ､｢戦うに、日本は東瀬に僻
処す。その全境は僅かに中国の一二の大省に当た

るに、鉄艦を鱗有するに因り、遂に侈然として自
ＩＳＬぃ

大し、寵：H虎視してその魑陵を蝉ままにし、我が

台湾を侵し、我が高麗に迫り、我が琉球を期減し

たれば、船政の宜しく惨t『べきこと、中国に在り

て尤も急務たるは、また以て此に於てその端俔を

－３７－
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してより後、心自ら安んぜず｣、常にｈ,i1i;,が「ﾛ鯛ＩＦ
然鯉怒して問罪の師を興し捷伐の義を(!'l-j-j二と
を考慰し、多方面にわたってn0桐の搬勁を「,ｉｔ棒」
して予防策を識じようと願っているからであゐ:,（
｢此れ、仏経の所鋼愈に鯛I)w前を'1ｔ'LpIiに,1,,ルＭＦ
を生ず」というものである。

①東西の各国が通i碕条約を締結して以氷一
｢日本はｌＩｌ１に乗じ隙に抵り、vIilJilの(ﾀﾞﾘを|脇さてま
た中土に来たり、遂に泰西の余技を鞭みて、先に
台湾に於て以て嘗試を為し」、琉球も擬IUJする勺十

国さえなければ威嚇して服従きせることができｸﾞろ
状態であることを知り、ついに「そのＩＲＩルをｉリオ，

んことを決」したので、その耕釆琉球1.ｋﾙﾉﾋﾞｌｒＦ少

れて郡県と為」ったのである、「此よ')と“Ｗ'し

ば、琉球の亡は実に台7噂の彼にｲ';りと,ｉｎうもｌｉｆｈ
雷ではない。

④現在ではもはや「口舌功を為す能ゎ-J、ＩＩＵ

兵以て寝縮し雛」い状態なので、「idijlⅨ|のj･比の

肝脳は原野に塗みれ、血肉は蝋場に雄れゐ」こと

になることも覚悟しておかなければならない。と

すれば、日本が「砲台を修築し、箙火を聯榊し、

戦艦を建造し、士卒を訓鉾する」のに汲々として

いるのは、内外の人々の耳ご目を染めて｢１本にはプゼ

分な防衛態勢があることを示すことだけが狐いて尋

あろうか。．

⑤ただ日本人の「陰謀秘計」は容易に「鏑則」

できず、清国と同じアジア州に位慨していること

から、「壌地既に同じくして拳端啓き易く」、Ijti津

の潴国が通商のためだけに来るのとはわけがちが

う。従って楕国は「肴７も麺麗】を固めて藩111Aを保た

んと欲すれば｣、早急に対策を立てないわけには
いかない。

要するに、循環日報は口滴１１Ｉ係の緊択を./ｗ;(と
したｌｌｌｌ戦近しのニュースを、「西報」が[１本１１１１１の
意向を椎iＩＭＩして意図的に流布していると艇け'１{ぬ
っっも、日本の軍備拡張の狙いに注目してその対
応策を立てることを強瀕しているわけであるが、
他方ではまた日本側の軍隷評情報収集の動向にも注
目しないわけにはいかな力､つた゜

８２年３月31日付の循環日報は「日人の中国を麺
探すろを論ず」という論説を掲げ、「京師の伝煎
を聞くに鯛えら〈、日本国人は現に中朝の事に於
て、一挙一動、極めて留意して窺伺するを為きざ

窺いてその意計を決すべし｣(51）と指摘して、日本
は「鉄艦」を購入することによって台湾・朝鮮・

琉球を「腿陵」し「繭滅｣することが可能となっ

たことに注意を喚起している。また海軍の訓練の

必要性について、８１年６月18日付の循環日報は、

外国人武官を招聰して士卒を訓練させることによっ

て澗国の海軍は強化されるだろうという「画報」

の報遭妃事を踏まえつつ､｢窺にjiAうに､俄と
日本は素より中国を懸陵するの心あり。今、たと

つい

え委曲相ぃ従い、一時の暫安を求tFるも、終に将
６と

に職に出づくし。…今日の水師をilll線するは、原

より専ら俄と戦うための計には非ざるも、厳とし

て俄と戦うの計と為るが若し。また独り日本と戦

う脚めの鮒･には非ざるも、日本と戦う為めに計る

のみならざるなり｣(０，）と指摘し、将来のロシア及

び日本との対決にｌＩＩ１えて栂晒の馴練が必要である

ことを強鯛している。

1882年に入ってからも、日清関係緊張のニュー

スが主として「西報」をニュースソースとして報

道された。８２年１月30日付の循環日報は「蓮に聞

くに、道路の伝説紛如として綱えら〈、中東の情

事は醤だ慮るべきに属し、将に開仗の拳あらんと

す。日人早に巳に軍防を簿備すれば、必ず中国と

－勝負を決せんと欲するなり。日本、邇来、多く

砲台を築き、魔<戦艦を購い、兵士を訓練し、軍
０２と ００と■

火を儲i；し、幾んど昼夜Iこ於て逼あらず、と。想

うに、また預め中国、琉球の事の為に必ず将に争
位ふ

いを驚かんとするを科るなり」という上海の馬賎
利西報の紀亭を転載しているけれども、「此れ等

の伝脱は、想うに、また日人の辞、以て中国の消

息を探るのみ」とコメントしていることから“)、

必ずしも開戦の危機がせまっているとは受け止め

ていなかったことに留意すべきであろう。

上海の鳳鰯利西報の前掲記事を踏まえて、８２年

２月１日付の循環日報は「西報に中東の事を述ぶ

るをMbず」という鏑説を掲げて次のように飴じて

いる(Ⅲ)。

’①「西字報」がこれまで報道した日清関係の

事は、「蕊起こり渡翻る力伽〈、奇鑑万状」であ

るが、「その実を究むれI婚瞳度私測の辞」であっ
二と

て５'「日本人の意を以て之を造りて故さらに伝播
を葛す者」である。

ザ②というのも、日本は「台湾を擾し琉球を併

－３８－
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してより後、心自ら安んぜず｣、常に清鬮が「嚇

然震怒して問罪の師を興し鍵伐の義を伸す」こと

を考慮し、多方面にわたって構図の挙動を「窺探」

して予防策を講じようと願っているからである。

｢此れ、仏経の所論食に因り噛を生じ恋に因り柿

を生ず」というものである。

③東西の各国が通商条約を締結して以来、

｢日本は間に乗じ隙に抵り、西国の例を鍵きてま
た中土に来たり、遂に泰西の余技を職みて、先に

台湾に於て以て嘗試を為し｣、琉球も援助する外

国さえなければ威嚇して服従させることができる

状態であることを知り、ついに「その兼併を行わ

んことを決」したので、その結果琉球は「夷げら

れて郡県と為」ったのである。「此より之を観れ

ば、琉球の亡は実に台湾の役に在りと調うも」過

言ではない。

④現在ではもはや「口舌功を為す能わず、甲

兵以て寝縮し難」し､状態なので、「両国の子民の

肝脳は原野に塗みれ、血肉は彊場に魔れろ」こと

になることも覚悟しておかなければならない。と

すれば、日本が「砲台を修築し、軍火を購辨し、

戦艦を建造し、士卒を訓練する」のに汲々として

いるのは、内外の人々の耳目を集めて日本には充

分な防衛態勢があることを示すことだけが狙いで

あろうか。．

⑤ただ日本人の「陰謀秘計」は容易に「窺測」

できず、構国と同じアジア州に位置していること

から、「壌地既に同じくして争端啓き易く｣、西洋

の諸国が通商のためだけに来るのとはわけがちが

う。従って情国は「筍も麗園を固めて藩服を保た

んと欲すれば｣、早急に対策を立てないわけには

いかない。

要するに、循環日報は日清関係の緊張を背景と

した開戦近しのニュースを、「西報」が日本側の

意向を推測して意図的に流布していると受け止め

つつも、日本の軍備拡張の狙いに注目してその対

応策を立てることを強調しているわけであるが、

他方ではまた日本側の軍事情報収集の動向にも注

目しないわけにはいかなかった。

８２年３月31日付の循環日報は旧人の中国を窟

探すろを論ず」という論説を掲げ、「京師の伝言

を聞くに韻えら〈、日本国人は現に中朝の事に於

て、一挙一動、極めて留意して窺伺するを為さざ

窺いてその意計を決すべし｣(５１）と指摘して、日本

は「鉄艦」を購入することによって台湾・朝鮮・

琉球を「畷陵」し「鯛滅」することが可能となっ

たことに注意を喚起している。また海軍の訓練の

必要性について、８１年６月18日付の循環日報は、

外国人武官を招聰して士卒を訓練させることによっ

て清国の海軍は強化きれるだろうという「西報」

の報道記事を踏まえつつ､｢蟻にii鳥うに、俄と
日本は素より中国を愚陵するの心あり。今、たと

つい

え委曲相い従し､、－時の暫安を求むるも、終に将
Ｇと

に戦に出づくし。…今日の水師を訂11線すろは、原

より専ら俄と戦うための計には非ざるも、厳とし

て俄と戦うの計と為るが若し。また独り日本と戦

う為めの計には非ざるも、日本と戦う為めに計る

のみならざるなり｣(剛と指摘し、将来のロシア及

び日本との対決に備えて海軍の訓練が必要である

ことを強調している。

1882年に入ってからも、日清関係緊張のニュー

スが主として「西報」をニュースゾースとして報

道された。８２年１月30日付の循環日報は「蓮に聞

くに、道路の伝説紛如として認えら<、中東の情

事は甚だ慮るべきに属し、将に開仗の拳あらんと

す。日人早に巳に軍防を舞備すれば、必ず中国と

－勝負を決せんと欲するなり。日本、邇来、多く

砲台を築き、贋〈戦艦を購い、兵士を訓練し、箪
冊と いと２

火を儲iiiし、幾んど昼夜に於て鐘あらず、と。想

うに、また預め中国、琉球の事の為に必ず将に争
ひら ばか

し､を啓かんとするを科ろなり」という上海の馬矯

利西報の記事を転載しているけれども、「此れ等

の伝説は、想うに、また日人の辞、以て中国の消

息を探るのみ」とコメントしていることから侭)、

必ずしも開戦の危機がせまっているとは受け止め

ていなかったことに留意すべきであろう。

上海の馬矯利西報の前掲記事を踏まえて、８２年

２月１日付の循環日報は「西報に中東の事を述ぶ

るを論ず」という論説を掲げて次のように論じて

いる(")。

①「西字報」がこれまで報道した日清関係の

事は、「雲起こり浪翻るが如く、奇講万状」であ

るが、「その実を究むれば皆臆度私測の辞｣であっ
こと

て、「日本人の意を以て之を造りて故さら'二伝播

を為す者」である。

②というのも、日本は「台湾を擾し琉球を併

－３８－
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ろなし。中国の海防・戦務は至らざるなく、且つ
も

各処'二建造せる砲台を将って－図を画成し以て閲

覧に便ならしむと云う。その人、中国の守禦の情

形、軍営の虚実、器械の利鈍、煎貸の嵐拙は皆已

に瞭然として掌を指すが如し。一旦、中日事あれ

ば､日人の鋭気瀞に張り､恐らくは中国之を禦ぐ
ふせ

に大いに鋳鴎を費やすべし」という上海の馬嬢ギリ

新報の報道記事を転戦した後、「我が中国晏然と

して熟視し、勝るなきが如くして早に之が術を為

さざるを奈何にすべきや」と日本人の情報収集活

動に警戒心を喚起した(`，)。同じく82年４月４日付

の循環日報の紙面にも、「近ごろ北人の伝説を間
つゎ

〈に、日本人は毎に中国、琉球の事に因り麹Iこ兵

戎を啓〈を防がんとして、先発人を制するの拳を

為さんと欲し、戦具を糠傭すること＋分に緊急な

り．且つ甚だ漣しみて密に巳に人に命じて中国沿

辺に建つろ所の砲台を滞って図形を詳画し馳せて
日廷に秦せしむ」という「西字報」の記事が転載

されている(卿。

さらに琉球問題を発端として開戦した場合、争

奪の焦点となる琉球について軍事戦略的関心が向

けられるのは当然であるが、８２年４月24日付の循

環日報は「琉球近事」の見出しで、「琉球、日本

の滅ぼす所と為りてより､謹に日人那覇港ロに在
りて砲台数座を建築し、険要に分拠し、以て声威

を壮んにし、以て防守に資せしめ、台上には砲兵

を擬有し、常川駐紮せしむ。…琉球の国都、中山

の首里城内にはまた日国の熊本営兵の駐守するあ

り。乃ち陸軍の管轄する所なり｣(`，）と報じて、琉

球における日本軍の軍事的動向に注目し、続いて

翌83年１月８日付の紙面にも、「前に日本操して

官員を派し琉球に前往し、随要の区を査勘して以

て砲台を建築するに便ならしむと報ぜり。蓬に経

に陸軍省幹貝を棟有すれば、想うに、日ならずし

て即ちに馳往し査勘せん｣(鑓）という「東洋報」の

記事を転載している。

1882年後半から83年前半にかけて、とりわけ朝

鮮の壬午事変を契機として日清両国内には開戦鐙

が台頭し、軍欄増強が急速に展開されたことは周

知の通りである(閏)。８３年前半の日清関係の緊張に

ついて、３月３日付の申報は「近来、中日相い交

ろに、漸く飢鰯を見る。恐らくは干戈の輿あろを

免れず。故に日国、軍械を赴造して以て不虞に傭

う｣(駒）と報じた。この時期、日本駐在の清国公使

蕊庶昌は日本の海軍拡張の状況を逐一総理衙門へ

報告し、８３年１月28日と29日、李鴻章あての電報

で、日本が海軍拡張を急いでいるのは琉球問題を

めぐる日清開戦に備えるためであると注意を喚起

しているが(似)、３月９日付の申報が「日本､近来、

極めて軍実を整頓すろを篭う゜中国の駐日欽使、
その傭うる所の船械等の物を将って華文に繕成し、

中国に寄回す。現に聞くに、中国、巳に覆信して

黎星便に致し、それをして格外に留心翻訳せしめ、

大意を得るなからしむありと云う｣(⑪）と報道して

いるのは黎庶畠電報と関連しているのであろう。

この時期の日本の軍備拡張に関するニュースに

ついていえば、８３年２月13日付の申報が「日本の

今年加収する所の税は、計るに、七百寓回あり。

蓋し中国と琉球の事を議し、侠洽する能わず、兵

端を滋くするを恐れろを以て、故に先に此の敦を
02か

霧り、預め軍需の用に傭う｣【侭）と報じてし､るよう

に、日本の軍事予算増額の面にも関心が向けられ

ている｡構図を仮想敵国とした軍備拡張力囑速に

展開されつつあったにもかかわらず、日本国内で

は日清の親和と両国の軍備強化は両立するという

趣旨の論説が「東京日日新聞」に掲載されたのに

着目して、８８年１月27日付の申報はこれを訳載("）

したのに続いて、循環日報も「日本の武備を増修

すろを飴ず」という飴説を掲げて次のように麓じ

ている。－「邇来、東概報称すら〈、日本は中

朝と交渉の事件ありて、未だ妥協を得ざるに因り、

心甚だ安からず、紛紛として武備を樺弁す､…と。

此の博うろ所に拠れば、実に日人、琉球の事は義

臘わざるあり､理順ならざるあり､恒に中朝詰問
すれば以て嗽を置くなきを慮るに因り、故に楓を

積みて疑を生じ、疑を積みて妄を生じ、此の揺測

の詞あるのみ。…日本の琉球を食頼するに在りて

は、必ずや中朝の鰭問を慨るるに因りて慨然とし

て琉球の君を返し､琉球の地を還して以て争を息
た

めて徳を樹てざるなり。此の武備を増修するIま、

要するにその声勢を張りその威武を示し、外人を

して之を聞かしめ、以て日本は備えありと為ざし

むるに過ぎず｣旧〕と。要するに、日本の軍備増強

の意図は琉球問題で清国から詰問された際の対応

策として内外に武威を示すことにあるというわけ

である。同様の視点から、５月19日付の循環日報

－３９－
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は日本の臨時募兵について論評し、「それ日本の

募兵の意は、或は琉球の事、中国と飢鯛して将に

用兵を免れ難きを以て、故に先ず之が備えを為し

て、以て臨時召募の軍に規律」を施し、軍事力を

強化して清国を「桐疑虚喝」し、琉球問題から手

を引かせることにあると強調している(卿。

この時期の対外危機に対する清国側の対応策に

ついては、８３年８月４日付の循環日報が日本・フ

ランス・ロシアの脅威を指摘しつつ、とりわけ

「日本は琉球の一事に因り、その心総て未だ釈然

とすろを得ず、必ず桃算して以て我が口を間執し、

我の気を霧いて始めて琉球の利を安享すろを獲ん

と思う」と強鯛した上で、「俵・法・日本は究に

外患に属す。我若し内政を先に修め寵盗綏靖すれ

ば､彼節え強横なるも､終に忌む所ありて敢えて
つい

暹を求めず。椎だ各省の会匪はiitも心腹の患たり。

その萌を絶ちその焔を篭めんと欲すれば､毒を以
て毒を攻めるの法を用いるに血〈なきに似たり。
此れに鞠圦法は越南を攻め､日は琉球に拠れば、
時に大臣を分過し、前時の撤勇を寡回し、その著

名の会匪はまた術を以て之を招致し、軍鰭に編入

して威を境上に揚げしむくし」と鶴じ(､、伝統的

な「毒を以て毒を攻めるの法」に従い、国内の

「好民」や「会匪」を軍籍に編入して日仏に対抗

すべしと提案していることに注目すべきであろう。

1884年に入ると、清国の対外関係のなかで越南

問題が最重要課題となるけれども、琉球問題も越

南問題と関連せざるを得ず､依然として済国ジャー

ナリズムの関心事であったことは前述の通りであ

る。８４年２月12日付の循環日報は「中法両国、若

し東京〔トンキン〕の事に於て、言を以て好に帰

するを得れば、中朝は南顧を煩うなく、将に復た

琉球を争論せん。日本の水師提督の依那麻都、昨

ごろ燕京より国に回り、民人此に因り鱗瞼紛如た
りて鯛う゜中東久しからずして又将た幽趨せんと

す」という荷芝報の記事を転載した後、「それ然

り、堂にそれ然ろや。また日人琉球を併有してよ

り心に常に歓を抱き、故に遇かに臆度を為すなか

らんか。然らば同りち中国に事あれば、量に日人私

に相い廟幸する所の者に非ざらんや」とコメント

している(②)。清仏の間でベトナムのトンキン問題

が決藩すれば、日清両国は琉球問題で再び｢幽暦」
するだろうというのが一般的な観測であったけれ

ども、周知のように、８４年の後半以降、清仏戦争

は益々激化したことから、清圃は絶えず日仏同盟

の形成を恐れざるを得ず、日清関係についても細

心の配慮が必要となった。もっとも、日本側は清

仏戦争を好機会として、一方で日仏同盟の可能性

をちらつかせつつ、他方では日清提携を強調して

楕国側に琉球問題の決着を迫ったことから、亡命

琉球人の動向をも配慮せざるを得ない清国側にとっ

て、琉球問題は依然として外交課題の一つの焦点

として位置づけられることになる【勘。かくて、清

国ジャーナリズムもまた清国当局の立場を反映し

て、和戦両様の構えで琉球問題を報道し輪評せざ

るを得なかったのである。

Ⅲ琉球人の動向に関する報道と論評

琉球分割条約がひとまず廃案となった後も日清

再交渉の試みが繰り返される過程で、琉球問題は

東アジアの国際関係の中に位置づけられ、とりわ

け日清間の政治・軍事・外交問題との関連で絶え

ず俎上に載せられたわけであるが､廃琉置県によっ

て「亡国の民」となった琉球人の動向もまた琉球

問題の行方を左右する－要素とみなされたことか

ら、1880年代を通じて引き続き情国ジャーナリズ

ムの関心の対象となった。ここでは、琉球内部の

民衆や士族層の動向、救国連動のために亡命した

在清琉球人の動向だけではなく、尚泰をはじめと

する在日琉球人の動向などが清国ジャーナリズム

にどの程度キャッチされ、どのように飴評された

のかを検討しよう。

廃琉置県から二年八ケ月後、琉球分割条約の凍

結から九ケ月後の1881年12月６日付の紙面で、循

環日報は①日本の兵士や民間人で琉球へ「前住し

て防守し以て貿易を興す者」が多いこと、②琉球

の土地は「碗癖にして穀米の出産は多くなく」、

食糧の自給が困難で満足な食事もできないことか

ら、琉球人のなかには食糧の豊富な日本の東京へ

赴いて「一座を受けて隈と為らんことを願う」者

が多いというニュースを報じた後、「この言、若

し確かならば、琉民将に並びにその故国を忘れて
かた

庇をP他人に受〈。琉の復興を欲するもまた難から

ざらんや」とコメントした(ね)。続いて81年12月３０

日付の循環日報は「日本の琉球を経営するを総ず」

－４０－
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ｂべ

ろ所、Hil減する所と為ろを以てせざるや。宜なる

かな。その心の甘んぜざる所あるや」とコメント

し('2)、「亡国の民」となった琉球人民が「議然と

して」不穏な行動に出ようとしているのは「宜な

るかな」と納得するのである。

循環日報から「安逸」や「不義不忠」を批判さ

れた琉球人力椀琉極県前後から懸命に救国運動を

展開し続けていたことは周知の通りである。しか

し、救国爾願に奔走した在滑琉球人の動向が清国

ジャーナリズムにキャッチされるのは81年７月以

降のことで、まず申報が次のように報道した。

－－「琉球は日本の為に夷威せられ、社程傾騒し
し､つく

家国敗亡せり。之を大を以て小を字しtFの義に按

ずるに、中国は原より袖手傍観して一語をも発せ
た

ざる能わず。惟だその時、週Ar、中俄やや囲鰯あ

りて兼噸するに過あらざるに捲るのみ｡尚きに、
鵬えら〈、中国は固より軽々しく母端を鷲くを
欲せざる６，琉球また何ぞ一介の便もて中朝に向

いて救を求め、申包膏の秦庭に笑するが如き者な
しか

きや、と。乃る|こ昨ごろ津人の来信に接したるに

称すら〈、琉球、遺臣両貝早に天津に到り、李爵

相に朝廷に転奏して将に命じ師を出し、仇を雪ぎ

国を復するを巌求するあり、と｣､)。要するに、

琉球が日本に滅ぼされた後、琉球から救援要爾の

使者が一人も来ないのを不思磯に思っていたとこ

ろ、最近の天津からの情報で琉球の遺臣二人力匂自

鴻章へ救援を要繭していることを知ったというの

である。

申報の報道から－週間後の７月21日、循環日報
上

もまた次のように報道した。－「申報を閲るIこ
い

調う。昨ごろ、天津よりの来信に接したるに称す

ら<、琉球より遺臣二人早に天津に到り、李伯相

に朝廷に転奏して将に命じて師を出さしめ、仇を

雪ぎ国を復さんことを衝求するあり。…現に聞く

に､－人は巳に京に轡み､一人は尚お津郡に在り。
その住処は来歴する者に非ざれば檀到する能わず、

と。按ずるに、琉球は日本の為に爾滅せらるれぱ、

中国に在りては、原より袖手傍観し、秦越人の肥

癖を視て漠然と心に動く所なき力如くする能わず。

今、既に遺臣、死生を顧みず、関山を駿渉し、申

包骨の秦庭に笑するが如く、中朝に向いて教を求

むるあれば､小を字しみ難をiilibの磯もて正に当
に簡轡の盲に従い、速かに援手を為すべし。現に

という飴説を掲げて次のように論じている(７１)。

①琉球が日本に併合されて以来、「日人のそ

の地に住きて以て田圃を購い貿易を通じる者」が

日に益々多くなっている。最近、「琉球境内の日

人の数は約計するに巳に三十鶴人あり｣､｢糧食蝋
もと は企は

らず、米を籍tfること孔だ亟なれば、市価また復

た昂貴」したという。

②琉球人民のなかにはまた「媒食易からざる
つ００

に苦しみ、覧に日本に往きて一座を受lﾅ以て民と

為らんと願う者」がいるという。
つい

③このﾆﾄﾞﾄﾞを観れば、「琉球はこれ終に日本

の所有と為り、再び振興して以て懸宇を回復し宗

社を重奥する」ことはできず、「慨嘆すべき」で

ある。

④琉球の人民は従来「安逸に耽り、耕転に務

め」なかったので開墾すべき荒蕪地が多く、伐採

すべき材木もある。日本は琉球と隣り合い、琉球

の政俗に習熟していることから、「狡焉として啓

を.思い、以てその版図を拡げ、その杜榎を利すろ

を図り｣､ついに理由もなく「人の君を鰯え人の
国を滅ぼし｣、重大にして堪え難い事態を引き起

こしたのである。

⑤ところが、琉球の人民が「未だ－の義繊を

償え－の義旗を撃げ、以て君に忠に国に報い、城

に鴬りて固守し､地に拠りて死を筋し｣たという
ニュースを聞かないのはまたどうしたことであろ

うか。抑も琉球の国王には「実に敗亡の道」があっ

て、琉球の人民から「愛惜」されていないのか。

｢此れ､真に解を鵲めて得ざる者｣である。
要するに、琉球へ入り込む日本人が大勢いる一

方で、日本の東京へ出て店を構えて生活しようと

する琉球人もいるという情報を確認しつつ、循環

日報は廃琉世県を招いた琉球人の「安逸」や廃琉

置県に死を賭して抵抗しない琉球人の不義不忠に

批判の矢を向けただけでなく、琉球人民から「愛

惜」されていない可能性のある琉球国王への批判

の意も込めていることに留意すべきであろう。し

かし､他方で｢琉球の鯰箪箪の処の土人は頗る
鏑からざる鍬し露然として動かんことを思い、
土官と難を為す。但、未だ何事に因りて起こるや

を譲らず｣という日本発の備報に接すると､循環
日報は「堂に琉球は千餘年の自立の国、民情久し

<繁恋する所と為るに、_且にして日人の兼併す

－４１－
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ある(樋１．時剛遜ｵLの澱iulで、しかもｌＩｉｌｌＷｌなｺﾞﾄﾞ災を

キャッチすることはできなかったものの、殉義事

件を報道してから否定するまでの…･ケノIllljに、情

国のジャーナリズムは報道された殉義事件を事実

と前提してその意義を詳細に論評した。８２年１月

14日付の申報は「琉臣の義に殉ずろを論ず」とい

う競説を掲げ、来客と申報主筆との問答という形

式を借りて、「琉球が覆滅きれる以前に国力充実

に努めることなく、覆滅の時点で社穆に殉ずるこ

ともなく、今になって忠君愛国のためと称して殉

死しても遅すぎるし、無駄ではないか」という

｢来客」の質問に対して、琉臣の殉義を正当化す

るとともに、その歴史的意義を高く評価した('，)。

その論点は次の通りである。

①琉球が連綿として社穆を保持してきたのは

｢地滑せ民賛し〈」他国の注意を引きつける魅力

を持たなかったからで、国家振興のために国政改

革を行えば、かえって隣国（日本）の干渉を招く

恐れがあり、旧来のままの簡素な生活に甘んじて

きたこと、
たす

②琉球覆滅の時点で殉死しても「国を輪Iﾅる」

わけではないので、奮発して復国の策を求めたけ

れども、「兵力の侍むべきなく」、救援を訴えられ
」hと

た清国もまた内外多難の時'二値り、どうしようも

ない状態となるに至って、遂に義に殉じたのであっ

て決して遅くはなく、それは中国史上の管仲の例

によって正当化されるし、宋の季若水や明の金黄

にも勝る美挙であること、

③琉臣二人の殉義は徒死ではなく、構図がそ

の「孤忠」に動かされて琉球救国のために力を尽

くすかも知れないし、あるいは日本がその「血誠」

に憐みを感じて琉球を返還するかも知れないこと、

④琉球の復国復君が実現できなくても、義に

殉じた琉臣の「忠心義気」は歴史上に永遠に輝き

つづけるであろうこと、以上である。

ここでは、林世功が琉球分割条約の調E|】IU1止を

目的として自決したことは全く理解されていない

けれども、「琉臣」の立場に理解を示し、琉臣殉

義事件の歴史的意義を称揚していることに留意し

ておきたい。

申報の論説掲載から５日後の82年１月19日、香

港の循環日報もまた「琉球は恢復を図らんと欲す

ろを論ず」という論説を掲げ、琉臣殉獲事件につ

俄人の和議巳に成り、募る所の防兵勇は正に武を
用いるの地なきに苦しめばく則ち何ぞ師を移して
東指し、一に大義を天下に申す弗きや｣《，ｲ》と。琉
球の遺臣が救援を要請してきた以上、清国は速や
かに援助の手をきしのべるべきであるのに、どう
して対露軍を東征軍に振り向けて大義を天下に示
さないのか、という積極的東征論を提起している

ことに注目すべきであろう。

琉球遺臣の動向は翌1882年に入ると、琉球遺臣

の殉義事件として報道される。申報は82年１月７

日付の紙面に「琉臣殉義」の見出しで、「琉球の

遺臣両員、中国の京都に前在し、－は則ち自刎し

て死し、一は則ち絶食して死するあり。大約、日

本の琉球を魔減するの一節に因り、故に此の拳を

為す。秦庭の異より更に甚だしきなり」という

｢東瀬の西字報」の二名殉死説を報じた"'のに続

いて、５日後の１月12日付の紙面には「琉球既に

滅ぶの後、去年曽て琉臣総理衝門に至り、中国代

わりて設法を為さんことを求讃するあり。今年ま

た聞くに、琉球の二臣天津に至り、李伯相に代糠

せんことを求鯖するあり。津に至るの後、琉臣中

巳に一人身故するあり、と」という「北京の西友

の来信」の一名身故説を報じた(，③。ところが、－

ケ月後の２月10日、申報は「琉臣預尾」の見出し

のもとに次のように伝えている。－「東瀬日報

に称すら〈、琉球、遺臣両員、京都に於て義に殉

ずろあり、と。嘗て前月十八日の報中に照訳せり。

薮に本館、天津よりの来信に接し、此の両臣、－

は世子に係り、－は郡覇に係るを知る。…京卿命

を奉じて出洋するにおよび、此の二臣、更に貧病
こ‘ご

交も過る｡然り而して一線尚鎚らえ､ｆえて未
ふたり

だ双なｶｾﾞら国難に殉じざるなり。聞くに、凍河の

前に於て､蕊に巳に津を去れり、と｣(､｡要する
に、前掲の二名殉義説も一名身故説も否定して琉

球遺臣は二人とも冬になる前に天津を退去したと
いうのである。

琉球遺臣の殉義説は精国ジャーナリズムに報道
されて内外の注目を集めたものの、わずか－ケ月
後には否定されてしまったわけであるが、琉球遺
臣の一人林世功が琉球分割条約の調印阻止を目的
として北京で自決したことはまぎれもない事実で

あった。清国のジャーナリズムで琉臣殉義事件が
報道される一年以上も前の80年11月20日のことで

－４２－
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き、格外に防範す。再び遁避の事あろを恐るるな
た

り。然れども中国は並えて未だ琉球官Ｆ１の到来す

るの信を問かざれば、或は伝聞の未だ確かならざ

るか｣(鯛）と。申報自体は毛鳳来の清国亡命を確認

しておらず、従って日本の新聞報道の域を出てい

ないことから、毛鳳来の亡命目的が琉球分割阻止

にあることをキャッチし得るはずもなかった。

毛鳳来亡命事件に関する報道は申報の前掲記事

以外には見当たらないけれども、琉球人の清国亡

命事件は絶えず繰り返され、内外の新聞の紙面に

散見される。８２年７月６日付の申報は「福州の西

字報」の妃亭を転載して「琉球、歴年中国に入貢

するの便は、皆福州より道を取る。今年価お旧章

に照らして、現に巳に行きて福州に抵ろの琉球人

数十名はみな省垣に在りて遊玩す｣")と報じてい

る。この時点で琉球から進貢使節が派遣されたと

いう事実はないが、救国運動あるいは貿易活動の

ために進貢使節と偽った可能性がないわけではな

い(")。また、８３年６月１日付の申報は日本新聞の

記事にもとづいて「某日、琉球人数名、菓帖を携

有し中国に来らんと欲するあり。粟する所何事た

るを知らず。希納入吟劇地方に至って巡捕の見る

所と為り、遂に拘われて護送せらる。官、何の辮

法を作すやを知らざるなり｣(圏)と報じ、亡命を企

てて失敗した事例を紹介しているが、さらに７月

14日付の紙面にも「沖縄県人民、私に自ら逃れて

中国に赴く者、実に繁として徒あり。皆骸処の官

吏の立法善からざるに因る｡薊ごろ擬して保甲の
法を行い、戸籍を厳査し、再び脱逃の恩あらしむ

るなからんとす｣(勘という「東報」の記事を摘録
している。

清仏戦争がピークにさしかかりつつあった84年

３月の時点でも、循環日報は次のような天津情報

を伝えている。－「琉球、現に遺臣の津門に流
つれ

寓するあり。毎に李伯相に露見して速力､に琉球の

事を裁奪するを為さんことを請わんと欲して、且

つ言う。曾て福建に在りて何総督に見え、備さに

乱離の苦しみを陳ぶるを得る。当時、曾て李伯相

その国を輿復すろを先魚すを濠ろ｡旗いで中俄の
つ

事あるに因り、遂に中止を致して、今已に三年な

り。llMiろに､必ず琉球の終に減びるを忍びざるな
つい

り、と。称に拠るに、その国、尚お遺臣一人、将

に道を朝鮮に取りて以て京師に至らんとするあり。

いて、謡言＝デマ説と実在説があることを提示し

つつ、前者については、琉球処分を強行した日本

が清国の攻撃を恐れ、その出方を探るために流し

た「諦爾」であって、ロシアが漁夫の利を得るた

めにこの「謡言」を広めていることなどを根拠に

挙げ、他方で後者については、琉球が消国の藩服

である以上、琉球問題で必ず滑国が日本と争わな

ければならないことは誰でも知っていることから、

琉臣の謂願事件や殉義事件は当然あり得ることを

論拠に挙げているけれども、「たとえそのような

事件がなかったとしても、そのような言説が流布

しないわけはない」と指摘しているように、琉臣

殉義事件を屈折した論理で受け止めている(ぬ)。正

確な事実麗徽を持たなかった循環日報の論説が、

屈折した中途半端な評価に止まらざるを得なかっ

たのは当然であろう。

琉臣殉義事件即ち林世功自決事件の衝撃のなか

で、琉球分割条約の調印は保留きれ、再交渉指令

の上諭が下されることとなり、８１年後半から82年

前半へかけて、水面下の再交渉が繰り返される過

程で、再び琉球分割の危機が到来すること、また

再度の琉球分割の危機のなかで、８２年の４月、琉

球の士族層が分割阻止のために最後の三司官の一

人・富川盛奎（毛鳳来）を滴国へ派遣したことは

周知の通りである(`')。毛鳳来の楕国亡命事件につ

いては、琉球国最後の三司官を勤めた人物の亡命

ということもあって、日本のジャーナリズムでは

大いに注目されたものの、毛鳳来の福州到藩から

四ケ月後にはじめて報道される状態で、その内容

も極めて不正確であった。朝野新聞（82年９月１２

日付）や東京日日新聞（９月16日付）の毛鳳来亡

命に関する報道記事は清国のジャーナリズムでも

注目され、８２年９月23日付の申報は「東報を訳録

す」という見出しのもとに、次のように報じてい

る。－「東洋の新聞紙に琉球の近事_則を載有

して云う。日人、琉球を改めて沖縄県と為すの後

より、潴事整頓し、琉人大いに欣喜を為す。而ろ

に、該国の職あるの官一人、頗る以て然りと為さ

ず、二三の同志の者と価おその１日日の規模に返さ

んと欲し、乃ち従者二十五人を帯し、潜行して中

国に遁赴するも､人多くは未だ知らず｡遺だ俸禄
を頒発するの時に至り、人の領受するなきに因り、

Oさじ 申

その事方めてilHれろ。故に、近来、日人琉球'二之
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たので、白党は探知して党を率いて追跡したけれ

ども、「海天狂々として跳跡巳に杏」として姿を

弦ましてしまったのでどうしようもなく中止した

という。

以上のように報道しつつも、申報は「然れども

此れ皆琉人の伝説にして、その確否は究に未だ得

て知らざるなり」と、報道記事の信懸性を留保し

ている。ここでは、白党が尚泰を国王に迎え「自

,主の国」とすることを主張し、黒党が伊江王子を

国王に据え清国の専属国となることを主張したと

いう指摘に留意しておきたい。

琉球士族層の党派党争のニュースに接した循環

日報も、８２年８月11日の紙面に、「琉球人の故君

を忘れざろを論ず」という論説を掲げて次のよう

に論じた(，')。

①琉球人民、その故君に恋恋として、重ねて

山河を整え社穫を仮復するを思うを観て、未だ嘗
ｔと

て歎ぜざる力§し。忠義の心、人固より有る所なる

も、惜しむらくはその君これを善用する能わずし

て、以て身降虜と為り国邸擢に変ずろを致すなり。

②それ強弱は定形なく盛衰は常勢なし。筍し

〈も人心を固結する能わぱ、弱者は転じて強とな

り、衰者は変じて盛と為るべし。筍し<も人心を

固結する能わざれぱ、強者は未だ必ずしも弱まら

ざるにはあらず、盛者は未だ必ずしも衰えざるに

はあらず。

③故に図存を志すあれば、未だ先に人心を得

ろを以て亟務と為さざるにはあらざるなり。

①然れども聞くに、邇来、地方頗る安静なら

ず、中山の士族、偶議して国王を復立し、以て境

土を守りて日人の管轄を受けざらんとするも、惟
ことむ

だ意見各々殊り、遂に互相争論すろを致し、分力、

れて黒白二党と為る、と。

⑤然れども窺に以為うに、此れ等の伝説、若

し果して確竪たれば、琉王の尚泰、それまた不智

の甚だしきなり。

⑥若し日人の防閑甚だ密にして以て焚寵を脱

出し難ければ、また当に国人に伝論するに、己は

辱を被ること太だ甚だし〈、再び君主と為るに足
よ

らず、（〕し忠臣義士ありて故国を忘れず、義に仗

りて起ち力めて恢復を図らんとすれば、王族中よ
つ

り賢能を択立し以て宗杜を主り以て国詐を藤<厨べ

きを以てすべし。

先に一人京に晋み、預め料理を為すあり。天津に
■

は現に二人ありて専ら李伯相の覆示を候つと云

う｣仰〕と。惰仏戦争を琉球復国のチャンスとみた

琉球人たちが、この時期になお続々と構図へ亡命

し、救国謂願運動を展開したことは周知の通りで

あるが魁〕、朝鮮経由で北京へ入ろうとする琉球人

もいるという指摘に注目すべきであろう。

救国爾願運動を展開するために清国へ亡命する

琉球人は80年代を通じて跡を絶たなかったけれど

も、琉球内部の士族層は必ずしも￣致団結してい

たわけではなく、琉球の進むべき方向を模索する

なかで若干の党派が形成され、各党派が採るべき

選択肢をめぐって党争を繰り返したことも周知の

通りである(")。清国のジャーナリズムは琉球内

部の党派党争にも大きな関心を示した。８２年７月

３０日付の申報は「琉球近聞」という見出しで次の

ように報じている(")。

①日本が琉球を併合して沖縄県を股適して以

来、すでに五年を経過しているが、この数年間、

日本人は琉球に「官を設け戊を置き｣、莫大な経

費を費やしている。

②聞くところによると、琉球は「近来頗る安

静」でなく、「中山の士族、国王を立つろの事を

識じて、各々意見あるに因り、遂に互相争論」し、

「分れて白黒両党」を形成している。
かえな

③白党は東京から「国王尚泰を迎え回り、ＩＤ

おそれを尊びて主と為さんと欲し｣、同時に「自

主の国と為さんと欲し、中国に附すろを願わず、

また日本に属するを願わ」ない。

④黒党は「尚泰の無能を以て、その復国を喜
1,0土

ぱず、尚泰の叔伊江王子を立てて主と為:;んと欲

し｣、同時に「人を適し中国に住きて密訴し｣、情

国力露璽すれば「日後永く属国と為り、日本の轄

治を受けざるを願」っている。

⑤それ故に、「刻下、両党此れを以て合せず、

各々党羽を糾約し、視て仇智と同じく」している。

⑥聞くところによると、白党は書簡を尚泰へ

送り、この事を告知したので、「尚泰は即ち黒党

に伝諭し、その不忠を資め｣、将来もし復国する

ことができれば必ずや黒党を「株滅」するだろう

と警告したという。

⑦そこで伊江王子はこのニュースを聞いて、

｢当日即ちに船に下り、中国へ向かいて逃遁」し

－４４－
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⑦今、計此れにU}ず、斤斤として復国に於て

は、その識を異にする者を株するを以てす。仰も

何ぞ志貧にして識悶〈、性枝にして情福なるや。

③惟だ琉球の民、その宿MH此の如く、その謀

を為すこと又彼の如ければ､志繍すべきあり。
要するに、琉球人民が１日国王の尚泰を慕って復

君復国を志している時に、尚泰は自ら囚われの身

であることを恥じ、王族の中の有能な人物を国王

として宗社を復興するよう「忠臣義士」に呼びか

けて人心を統一すべきであるのに、意見を異にす

る者を株減するなどと威圧するとは、なんと志低

〈見繊の暗い人物であることか、というわけであ

る。－党派にのみ加担する尚泰への痛烈な批判が

主調となっているけれども、他方で琉球人民の復

国の志を高く評価していることにも留意すべきで

あろう。もっとも、前掲の申報の論説と同様に、

ここでも、琉球士族層が国王を誰にするか、自主

国か清国専属国かをめぐって対抗したかのように

受け止められているけれども、８２年以降の再度の

分割の危機のなかでは、三つの選択肢をめぐる対

抗であったことは言うまでもない(，,)。即ち、①

琉球分割に反対してあくまでも琉球全面返還を要

求するか、②琉球分割条約を受け容れて南島（宮

古・八重山）に琉球王国を再建するか、③廃琉臘

県後の現状を容認するか、以上三つの選択肢が提

起されていたものの、琉球士族層の主流派は①を

選択して②を阻止するために、毛鳳来を滑国へ派

遼したのである。

消国ジャーナリズムが琉球士族層の党派党争の

内実を正確にキャッチし得なかったのは情報源を

日本の新聞記事に依存していたからであるが、８３

年以後も事情は変わらず、必ずしも正確でなく、

窓意的な情報が報道され続けた。たとえば、８３年

３月３日付の申報は「琉球近況」の見出しで次の

ように報じている。－「日本の鎮西日報、述べ

て琉球の近況に及ぶ。之を訳して以て衆髄に供す。

拠りて云う。沖縄県の某某の来信に拠るに称すら

<、該地の目下の情形、到る処、約を結び、党会

盛んにして流行と為る。旧藩士族、分れて三党を

立つ。その一は称して白党と為し、以て旧主尚泰

を蕊いて主と為す。その党首前按司の武某は即ち

旧王の親家にして、党勢頗る蛾んなり。その二は

称して赤党と為す。侶首者は即ち前に中国に逃往

するの富川楽にして、旧徳を仰幕し中国の政教を

崇尚するを以て主と為し、究寛日本に属するを願

わず。党勢は平常なり。その三は之を黒党と調う。

その偶首者は頗る激烈を為し、以て旧王尚泰を廃

してその伯父の伊江王の子を立てて主と為し、｜日

日の常例の如くして楕日に両属せんとす。該党人

は約五百余名｣(刺と。

ここでは、白党と黒党の外に赤党なる党派があっ

て、その首謀者は滑国へ亡命した富川盛奎（毛鳳

来）で、「中国の政教を崇尚」して清国専属を主

張しているかのように誤報していることに留意す

べきである。同様の情報は83年３月７日発行の益

聞録でも繰り返され､「沖縄県は即ち琉球国なり。

近ごろ白赤黒三党の人あり。盟を結びて衆議し、

大いに悴作として動かんと欲するの意あり。脱者

調う。鶴鵡髄<首うも凡鳥を離れず､瞠螂力ある
も何ぞ車に当たるに足らんや。株を守りて兎を望

み、猶お計これを得ると為すに至るに如かざるの

み｣(別）と冷笑的に報じられている。

日本新聞の情報をもとに報じられた琉球士族の

党派党争を憂える申報は、８３年３月５日付の紙面

に「琉人の党を分つを論ず」という篭説を褐戦し

て次のように稔じた“】。

①昨ごろ日本の新聞の骸処の近事を述べるに

拠るに調う。琉球の遺臣、現に三党に分かる、と。

②夫れ今日の三党の人はその命意の在る所、

大抵中国の属と為り、復た尚氏の旨を得んと欲す

るも、然れどもまた空しく此の志を抱き、従りて

故主の為に復仇するなし。

③党勢既に分かれ、その力さらに弱く、日人

は男に大いに沖縄県を経営し､以てその開廠拓土
の獣を措く。それ宵えて党人を不問に置きて後息

を隠酸せんや。故に琉人また瞳臂の単に当たり、

怒蛙の鼓腹するが如きのみ。

④更に多年を関すれば則ちその人或いは志を

爾して以て没し、党類多しと錐も、徒にその沐消

瓦解すろを見るのみ。

⑤それ流人の三党は、朝鮮の守旧・開化の門

戸を顕分する者とは、その勢則ち異なるも、その

心則ち同じくす。中国の朝鮮に於けるや、目下既

に開化党の肋を得る。筍し〈もまた朝鮮を救う者

を以て琉球を救わば、則ち琉人の心もまた大いに

侍むべきなり。
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遅延すれば、是れ勢已に去る者にして力将に施し

難し。究に何を以てか琉球の山河をして再造し社

穆をして璽興せしめんや」と論じて、滑国が琉球

問題の解決を遅らせ、時間が経てば経つほど琉球

国王と琉球人民の関係は疎遠になり、琉球復国の

可能性もなくなることを強調している(冊)。

在京の尚泰とその周辺の琉球人の動向について

は、８２年３月27日付の申報が次のように報じた。

－「琉球王尚泰、ロ京に至りてより巳に三戦あ

り。…故国を緬懐し、悲しみ自ずから勝えず。現

に聞くに、業に巳に憂患疾と成る、と。その旧臣、

毎に中国の欽使の衙門に往きて、欽使代わりて復

国を図ろを求めんと欲するも、Ｈ人の防範醤だ厳

なろをいかんせん｡iiiに該邸宅には派して巡捕の
看守するあるのみならず、且つ欽使の暑の前にも

また人の暗査するあり。琉人の進出するあろを見

れば、必ず多方に捜検す。前に聞くに、その法司

官、琉王の欽使に致すの手番を将って髪の内に蔵

し、深夜装を易え往きて欽使に見ゆ゜後、日人の

知る所と為り、大いに悦ばずと為すと云う｣(腕)と。

要するに、尚泰は東京に幽囚の身となり憂悶のあ

まり病に伏してしまい、１日臣たちを楕国公使館へ

派遣して琉球救援を訴えさせようとしても、日本

の官憲の取り締まりが厳しくてどうしようもなく、

偶々三司官が深夜に尚泰の香を届けたことが発覚

して日本官憲の不興を買ったこともあるというわ

けである。

同様の情報を循環日報も「降王、哀しむべし」

という見出しで報道したが、その内容は次のよう

により詳細である(")。

①琉球国王、日本の脅を被りて降りて度機澳

〔東京〕都城に寓してより巳に三載を閲す。日王

の鵬うに邸宅を以てし、給するに虚衝を以てする

を豪ろと錐も、国破れ家亡びて実に拘禁に同じけ

れば、故都を回首して愉感に勝えず｡蕊に聞くに、

憂思疾と成る。

②その臣、邸に進みて問侯するに、毎に多く

は便ならず。蓋し日人之を防ぐこと醤だ密にして、

邸宅には派して官差あり、看守は流人の出入する

あろを見れば、必ず多方に盤捜す。

③琉王毎にその臣を過して中国の駐日欽使の

暑中に赴き、欽使に見えて代わりて復国の計を謀

らんことを求めしめんと欲するも、また日人の阻

⑥儲､故国亡ぶと云うも人心尚おその主を繋
ぐ。日人の為に計るに、それ長く此の沖縄県を保
有し、中国をして終に琉球を恕然たらしむる能う
や杏や。

要するに、琉球人が三党に分かれて争えば復国
のエネルギーを分散することになり、日本は三党
の活動を放瞳するはずはなく、また時間が経てば
経つほど復図の志を抱いたまま死去する同志も増

えて、救国運動は「沐消瓦解」する恐れがあるか
ら、党争を鈩めて一致団結すべきであるというわ
けであるが、他方で琉球内部の党派党争を朝鮮の
開化党・守旧党の党争に比定し、滑国は開化党の

助力を斜て采午服乱を鎮定したように、琉球にお
いても琉球の人心を得るようにすべきであると主

張している。ここでは、循環日報の譲説のように、

１日国王尚泰に対する批判は展開されておらず、

「故国亡ぶと云うも人心尚おその主を繋ぐ」と強

調きれていることに留意すべきであろう。

尚泰をはじめとする在京の琉球人の動向につい

ても、構図ジャーナリズムは関心を示し、報道・

麓評を続けた。８２年１月28日付の循環日報は尚泰

が明治天皇に拝胴したという情報に接して騎説を

掲載し、「画報を閲るに、今年の西暦元旦の前、
ふかと

蕊球国王住きて日本の1匿措度に謁す。接見の下、

琉王に贈るに車一輪・馬二匹を以てするに因りて、

用って優春の至意を示せりと調うあり。此れ、贈

る者に在りては匪頒の例に楯うに過ぎざるも、受

くる者に在りては、巳に自ら臣僕の班に居る。も

し遺臣のその車馬を観るあれば、故邦を遇望して

済然として涕を出さざる能わんや。然れども琉王

拝受の後、その情意若何は報中未だ言及すること

あらず｣と指摘しつつ､｢想うに、日人は鰯だ、
その事を跨張して以て琉球の図籍を収め、琉球の

人民を推し、琉君を視て降王と為し琉地を改めて

郡県と為すは皆名正し〈言願うに属し、是を以て

天下に対して断なく、衾影を間うて槐なからんと

欲するなり」とコメントして、明治天皇の尚泰優

遇措圏は琉球処分の正当性を天下に示すための手

段に過ぎないと推断した後、「遡るに琉球の日本

に併せられて巳に三戦を歴ろ。日人の琉球に往く

者は既に巳に楽粟安居す。流民の日本に寓する者

もまた巳に習移り俗改まれば、その琉王を視るや、
殆ど賛掩の如し。中国着し再びＮｉｌ顧俳掴し時日を
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｣上する所と為る。

①曾て某官琉王の欽使に致すの手轡を将て髪

際に蔵し、深夜装を易えて以て出て、始めて欽使

に達するを得る。後、日人の知る所と為り、滋々
あらわ

悦ばざるを形し､倍切に提防す｡故に愁病ili『i6侵
すと雛も、璃尾の唾、式微の嘆、終に懐に釈〈な

し。

申報も循環日報も同じニユースソースを基にし

て報道していることは明らかであるが、情報の入

手先を明示しておらず、在京の楕国商人から入手

した可能性も否定できない。尚泰の周辺の琉球人

たちが琉球問題の進展に重大な関心を抱いていた

こと、即ち旧三司官の馬兼才（与那原良傑）らが

楕国公使の黎庶畠と会い、琉球分割条約の受け容

れ説得を拒否したり、琉球問題と朝鮮問題の同時

解決を要請したことは周知の通りである(，,》。しか

し、馬兼才らの行動がどの程度尚泰の意思を反映

していたのかは必ずしも明らかではない。８２年の

時点で、尚泰に琉球復国の意思がどの程度あった

のか速断できないけれども、８３年２月３日付の申

報の次のような記事は一つの解答を示唆している。

－「日本近ごろ商船公司を創設して股分を糾合

す。各処の股票を購う者甚だ多し。琉球人また投

買する者あり。而して琉球王の買う所頗る多し。

－の日商に託して之が経手と為すに係る｣(Iooj･尚

泰が日本商人に依託して商船会社の株を購入した

というこのニュースはほぼ事実であって(１０１)、こ

の時期の尚泰の立場を示す象徴的なニュースとみ

なすことができよう。

清仏戦争のさなか、琉球士族たちが救国請願の

ために続々と清国へ亡命しつつあった84年の夏、

明治政府は尚泰の一時帰国を許可したが、尚泰帰

国の状況を85年１月７日発行の益聞録は次のよう

に報じている。－「日本の朝廷は暫く琉球の故

王尚泰君を通して回国せしめ、弁ぴにその世子に

兵冊に列せざるを溌す｡尚泰君等は喜悦に勝えず。
ごL

回国の後、酒食徴逐し、挙国狂う力《若し。昔、中

山公は脊蓋を以て長安に入る。便ち是れ楽しむも

蜀に忠ならざるなり。今、琉王の事を観るに、ま
と&

た与に相い同じければ殊に慨すべし」とⅢ０２》｡､明

治政府に囚われの身となった尚泰の五年ぶりの帰

郷を、琉球士族層は歓喜して迎えたという情報に

接して、益聞録は慨嘆しているわけであるが、そ

の上さらに尚泰は日本の支配を受け容れるべしと

琉球士族層を説諭したばかりでなく、救国請願の

ための情国亡命を「迷惑」な行為として批判し、

琉球救国の大蕊名分を自ら否定するに至ったこと

は周知の通りである''０９)。しかし、益聞録だけで

なく情国のジャーナリズムは、ついにこの事実を

報道しなかったことに留意すべきであろう。

おわりに

琉球問題をめぐる日清交渉が一旦妥結して琉球

分割条約の調印を目前にしながら、亡命琉球人の

決死の抵抗を背景に調印可否論争が展開され、つ

いに清国皇帝から調印延期・再交渉を命ずろ上諭

が下された1881年３月以降、清国ジャーナリズム

の関心は主に日清再交渉の顛末、日清開戦準備の

状況、琉球の現状と琉球人の動向に向けられたが、

この時期の楕国ジャーナリズムの報道と議評の特

徴を各テーマごとに要約すれば次の通りである。

第一に、日清再交渉の顛末をめぐる報道と論評

の特徴を要約して摘記すれば、

①再交渉を命ずろ上諭の受け止め方において、

清国のジャーナリズムは日本が球案（琉球問題）

を口実に商務（貿易問題）で清国を強請ろうとし

ているという共通の認識を示しながらも、循環日

報の場合は、日本側がグラントの調停案以上に通

商港のさらなる拡大を要求したために決着できな

かったと受け止め、再交渉の理由を琉球問題より

も通商問題にあると認識しているのに対して、申

報の場合は、上諭の力点が琉球問題の解決にある

ことを明確に認識し、琉球二分割のままでは受け

入れられないと指摘していること、

②日清再交渉へ向けての予備交渉の期間、と

りわけ李鴻章・竹添の水面下の接触・交渉につい

ては、清国ジャーナリズムはほとんど情報をキャッ

チできず、1882年５月の時点で漸く再交渉の動向

について臆測情報を報じるようになり、以後天津．

における李鴻章と竹添の再交渉で琉球問題は決着

したかのように受け止め、しきりに交渉妥結の情

報を報道し続けたこと、

①1882年の後半から83年の前半にかけて私黎

庶昌・松方会談が繰り返されたことについては、

構図ジャーナリズムは正確な情報をキャッチして
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日清交渉の決裂と受け止められたことから、清国

ジャーナリズムは日清開戦の可能性を探る視点か

ら、主として外国新聞に依拠しつつ、開戦の兆候

を示す日清関係緊張の情報を逐一報道し続けたけ

れども、他方では開戦情報を日本側が意図的に西

洋人へリークし、清国の動向を見極めるために打

ち上げた観測気球に過ぎないと受け止めていたこ

と、

②壬午事変後の主戦論の台頭するなかで、

1883年の前半に至っても、清国ジャーナリズムは

琉球問題をめぐる日清開戦の可能性についてしき

りに報道しただけでなく、情仏戦争のプロセスで

も、越南問題が決着すれば日清開戦の可能性あり

という外国新聞の情報を報道し続けたこと、

①琉球問題と関連する日本側の軍備増強につ

いては、構図ジャーナリズムは最大の関心を払い、

軍事予算の増額、軍器・砲船の修理製造、日本各

地における砲台修築の状況、あるいは琉球におけ

る日本軍の砲台建設、陸軍の駐屯などの軍事的動

向を逐一報道した外、日本人の情国内部での情報

収集活動にも警戒心を喚起したこと、

④日本の軍備増強に関する内外の情報を踏ま

えつつ、清国ジャーナリズムは日本の狙いがロシ

アにではなくて清国に向けられていると受け止め、

琉球問題の未解決によって絶えず清国の非難を受

けていることから、日本はその対応策として武威

を内外に示し、軍事力を強化して瀞国を洞喝し、

琉球問題から手を引かせようとしていると論じて

いること、

⑤楕国側の軍備増強についても、清国ジャー

ナリズムは日本・ロシアへの対抗措置として注目

し、日本は鉄甲船を購入することによって台湾・

朝鮮・琉球を脅かすことができたことに注意を喚

起して、鉄甲船の製造よりも購入のメリットを強

調するとともに、外国人武官を招聰して士卒を訓

練させる必要性を力説したこと、

⑥滑国の軍備増強が琉球問題をめぐる日本と

の対決に備えた措置であることを前提として、清

国ジャーナリズムは断固たる態度で日本側へ琉球

返還を迫り、日本が清国の要求を飲まなければ国

交断絶・貿易禁止に踏切り、沿岸の防衛を強化す

べしと論じたこと、

⑦1883年８月の時点で、循環日報は清国に対

いないけれども、李泌章がアメリカ側へ調停を依
頼した旨の悩報をキャッチして、日本はかつてグ
ラントの公正な調停を拒否して琉球を占拠してし
まったのであるから、今更調停に頼って日本を説
得するのは不可能で、琉球を取り返すには「武威
を以て」日本にせまる以外にないという読説を掲
較し、依然としてグラントの調停の内容を三分割
案（琉球複図案）と理解しているばかりでなく、
分割条約調印の約束を反古にしたのは清国側であ
ることを全く理解しないまま、再度のアメリカの

鯛停に反対する論陣を張ったこと、

④1883年前半に、清国ジャーナリズムは黎庶
島．松方会談の摘報を、黎庶畠と井上外務卿との

会談として受け止め、両者が琉球問題をめぐって

｢弁駁」しあったとか、滑国が日本へこれまでの

琉球経営の費用や「軍鯛」などを賠償するという

方式で日滴両国は琉球問題を決着させようとして

いるという情報を報道するとともに、この方式に

よる決藩を大いに歓迎していること、

⑤1883年４月の時点でも、循環日報は精国駐

在の日本公使と総理衙門との間で琉球二分割によ

る決着が模索されつつあるという日本発の情報を

報道しながら、なお依然としてグラントの調停案

(琉球分割条約）を拒絶したのは日本側であると

思い込んでいること、

⑥循環日報がグラント鯛停後の交渉経緯をや

や正確に認職するようになり、一旦妥結した琉球

分割条約によって最終的に決藩できなかった責任

は構図側にあることを、漸く正確に認識するに至っ

たのは1883年５月の時点であったが、この時点で

もなお清国側当局の調印回避の背後に亡命琉球人

の決死の調印反対爾願があったことを認識するま
でには至らなかったこと、

⑦1883年７の時点でも、清国駐在日本公使と
総理荷門の間で琉球問題をめぐる交渉が継続され、
滑国側が琉球分割条約の復活によって琉球問題を
決着したいと提案したのに対して、日本側は情国
側の提案に拒否反応を示したという情報を、清国
ジャーナリズムは注意深く報道していること、以
上である。

第二に、日清開戦準備の状況をめぐる報道と論
評の特徴を要約して摘記すれば、
①再交渉を命ずる上諭が下されたこと自体、

－４８－
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する日・仏・露の脅威を強調し、とりわけ琉球問

題をめぐる日本の挑発を欝戒しつつ、伝統的な

｢露を以て毒を攻めるの法」に従い、滴国内の

｢好民」や「会匪」を手なずけて軍籍に編入し、

Ｈ仏に対抗すべしと論じたこと、以上である。

第三に、日滴再交渉の時期の琉球人の動向をめ

ぐる構図ジャーナリズムの報道と論評の特徴を要

約して摘記すれば、

①廃琉置県後の琉球へ入り込む日本人が大勢

いる一方で、日本の東京へ出て店を構えようとす

る琉球人もいるという情報を確認しつつ､楕国ジャー

ナリズムは廃琉置県を招いた琉球人の「安逸」や

死を賭して抵抗しない琉球人の「不義不忠」に対

する批判とともに、琉球人民から「愛惜」されて

いない琉球国王への批判も展開しているけれども、

亡国の民となった琉球人民が不穏な行動に出よう

としているという情報に接すると、当然の事とし

て納得していること、

②琉球救国謂願運動に奔走した在滑琉球人の

動向が滑図ジャーナリズムにキャッチされるのは

1881年７月以降のことで、－年以上も前の林世功

の殉蕊事件については正確にキャッチきれること

はなく、８２年の初頭になって北京における琉臣二

名殉死説が報道きれたものの、ついで天津におけ

る琉臣一名身故説に訂正された後、さらには琉臣

二名の天津退去説として報道されるに至り、林世

功殉義事件は清国ジャーナリズムにおいては鰻終

的に否定されてしまったこと、

③琉臣殉義事件が報道されてから否定される

までの一ケ月余の間に、清国ジャーナリズムは琉

臣殉義事件を一応事実として前提しつつ、琉臣の

行動に対する批判と肯定の視点を交錯させた飴説

を掲載し、屈折した論理を展開しながらも、箱篭

的には、琉球の復国復君力嘆現できなくても､`義

に殉じた琉臣の「忠心義気」は歴史上に永遠に輝

き続けるであろうと論じたこと、

④日清再交渉のなかで再度琉球分割の危機が

迫った1882年前半に、分割阻止の使命を帯びて精

国へ亡命した毛鳳来（富川盛窒）の動向について

は、日本のジャーナリズムが不正確な情報を報道

したのを受けて、清国ジャーナリズムも82年後半

の時点で日本の新聞記事をそのまま報道したけれ

ども、毛鳳来の清国亡命の事実を砿函したわけで

はな<、従って毛鳳来の亡命目的が琉球分割阻止

にあったことをキャッチし得なかったこと、

⑤滑仏戦争を琉球復国のチャンスとみた琉球

人たちが、救国謂願のため相継いで清国へ亡命を

企てて成功あるいは失敗した事件についても、滑

国ジャーナリズムは逐一報道し､1883年後半の時

点では朝鮮経由で北京へ入ろうとする琉球人につ

いての情報を伝えるとともに、清国各地における

琉球人の動向にも注目していること、

⑥清国ジャーナリズムは琉球内の党派党争に

ついても大きな関心を示し、主に日本の新聞情報

に依拠しながら、白党が尚泰を国王に迎え「自主

の国」とすることを主張し、黒党が伊江王子を国

王に据え清国の専属となることを主張したとか、

白党と黒党の外に赤党があって、清国へ亡命した

毛鳳来がその首謀者であるなどの臆測記事を報道

したこと、

⑦琉球内の党派党争に関する臆測妃事にもと

づいて、滑国ジャーナリズムは尚泰力輔球内部の

意思統一に務めることなく、復国後は黒党などの

意見を異にする党派を「株滅」するなどと威圧し

ていると受け止め、白党に加担する尚泰への痛烈

な批判を展開するに止まり、琉球人たちが三つの

週択肢（琉球全面返還か、琉球分割=南島建国か、

現状維持＝廃琉置県の黙漣か〉をめぐって対抗し

ていることについては全く理解し得なかったこと、

③尚泰をはじめ在京の琉球人の動向について

も、清国ジャーナリズムは関心を向け、尚泰が明

治天皇に拝謁したという情報に接すると、琉球処

分の正当性を天下に示すための手段と受け止めて、

尚泰及びその遺臣たちへ同情するとともに、琉球

問題の解決が遅れて時間が経つほどに尚泰と琉球

人民の関係力錬遠になり、琉球復国の可能性も消

滅すると鶴じていること、

＠滴図ジャーナリズムは在日滑国商人などの

独自の１W報源にもとづいて、尚泰は東京に幽囚の

身となり憂悶のあまり病に伏し、遺臣を消国公使

館へ派遣して琉球救援を訴えさせようとしても、

日本の官憲の取り締まりがH1たし<、偶々旧三司官

が深夜に尚泰の香を届けたことが発覚して日本官

憲の不興を買ったという情報を報道していること、

⑩尚泰の近況に同情的な情報を報道する一方
で、清国ジャーナリズムはまた83年２月の時点で

－４９－
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循環日報「西報に琉球難民の事を論ずろの

後に轡す」（1881,7,11)。

循環日報「琉球の事宜は速やかに辮理すべ

きを論ず」（1881,9,16)。

黄万機「黎庶畠評伝｣（貴州人民出版社）

等参照。

循環日報「星使、京に到る」（1881,11,15)。

循環日報「星使、日に至ると伝聞す」

（1881,12,17)。

循環日報「星便行程」（1882,2,21)。

呉汝織「李文忠公（鴻章）全集」訳署函稿

巻13,19頁。

｢琉球所属問題関係資料」八巻､1057～1082

頁、「沖縄県史」１５，３３４頁等参照。

申報「琉事、議妥す」（1882,5,26)。

循環日報「琉事近聞」（1882,5131)。

循環日報「神戸信息」（1882,6,22)。

｢李鴻章全集」電稿一､16～17頁。

｢沖縄県史｣15,359頁。

循環日報「日本郵音」（1882,11,20)。

循環日報「琉球の事は未だ調停し易からざ

るを論ず」（1882,11,25)。

循環日報「事は伝聞に属す」（1883,2,26)。

申報「趣報伝言」（1883,3,4)。

循環日報「中日近聞」（1882,12’13)。

循環日報「日便、国に回る」（1883,2,1)。

循環日報「琉球近耗」（1883,2,16)。

循環日報「中東の琉球の事を商辨するを論

ず」（1883,2,19)。

西里喜行「清国（洋務派）の対日外交と琉

球問題一分島・均鱈条約の調印回避以後

一」（｢琉球大学教育学部紀要」第45集）

等参照。

循環日報「琉球近聞」（1883,4,13)。

循環日報「日使の琉球の事を議すろを論ず」

(1883,5,11)。

循環日報「日使、堀強たり」（1883,7,24)。

「日本外交文瞥」１６巻、262～263頁、６４２

～643頁参照｡1883年は日清修好条規、通商

章程の満十年の期限に当たり、期限前の条

約改訂を意図した内地通商兼琉球分割条約

の直接的メリットは失われることになるか

らである。

尚泰が日本商人に依託して日本の商船会社の株を

購入したという情報を伝え､８４年の夏の尚泰の一

時帰郷についても慨嘆しながら報道しているもの

の、尚泰が琉球士族層に対して日本の支配を受け

容れるべしと説諭したことについては、ついに一

言も報じなかったこと、以上である。

(14）

(15）

(16）

(17）

(18）註

（１）戈公振「中国報学史｣、方漢奇「中国近代

報刊史」上、卓南生「中国近代新聞成立史｣、

西里喜行「王轄と循環日報について」（｢東

洋史研究」第43巻第３号）等参照。

（２）西里喜行「清末のジャーナリズムと琉球問

題－－廃琉置県の前後一」〈｢第三届中琉歴

史関係国際学術会議論文集｣、1990年)。

（３）西里喜行「滑末のジャーナリズムと琉球問

題（続編）－琉球分割交渉の前後一」

（｢第七届中琉歴史関係国際学術会議論文集｣、

近刊)。

（４）西里喜行「洋務派外交と亡命琉球人（Ⅱ）

－琉球分島問題再考一」（｢琉球大学教育

学部紀要」第37集）等参照。

（５）循環日報「筋して琉球の事を識せしむ」

．（1881,4012)。

（６）循環日報「樵して琉球を存するの識」（188

1,4,13)。

(7)申報「琉球近聞」（1881,4,21)。

（８）申報「恭し<二月初二日の上諭を読みて謹

みて轡す」（1881,4,25)。

（９）西里喜行「黎庶畠の対日外交論策とその周

辺-－琉球問題・朝鮮問題をめぐって－」

（｢東洋史研究」第53巻第3号）等参照。

(10）『三条家文瞥』３９，「伊藤博文文瞥」－，

１６４頁。「明治天皇紀」第五、387頁。

(11）1881年10月９日付ヘンネヅシー瞥簡（｢三

条家文書」４２)・

(12）竹添より井上外務卿あて明治14年12月４日

ｊ付「特別機密信第三十五号」（『三条家文瞥」

・４３)。

(13）西里喜行「清国（洋務派）の対日外交と琉

・球問題一分島・均稽条約の調印回避以後

一」（｢琉球大学教育学部紀要』第45集）

．:等参照。

<19）

<20）

(21）

(22）

(23）

(24）

(25）

(26）

(27）

(28）
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（188315,19)。

(67）循環日報「中原の大勢を論ず」（1883,8,4)。

(68）循環日報「東瀝郵音」（1884,2,12)。

(69）西里葛行「清国（洋務派）の対日外交と琉

球問題一分島・均囑条約の調印回避以後

一」（｢琉球大学教育学部紀要」第45集）

等参照。

(70）循環日報「琉球近耗」（1881Ⅲ12,6)。

(71）循環日報「日本の琉球を経営すろを論ず」

（1881Ⅱ12,30)。

(72）循環日報「日本消息」（1882,9,4)。

(73）申報「遺臣、恨みを抱く」（1881,7,14)。

(74）循環日報「遺臣、都に晋む」（1881,7,21)。

(75）申報「琉臣、義に殉ず」（1882,1,7)。

(76）申報「京都郵信」（1882,1,12)。

(77）申報「琉臣頂尾」（1882,2,10)。

(78）西里喜行「琉臣殉義事件考一林世功の自

刃とその周辺一」（『球陽論叢｣）参照。

(79）申報「琉臣の義に殉ずるを論ず」（1882,1,1

４)。

(80）循環日報「琉球は恢復を図らんと欲するを

論ず」（1882,1,19)。

(81）西里喜行「毛鳳来（富川盛奎）の惰国亡命

事件とその周辺一新たな救国請願替の紹

介を兼ねて－」（｢第五届中琉歴史関係学

術会議論文集｣）参照。

(82）申報「東報を訳録す」（188209,23)。

(83）申報「福州近事」（1882,7,6)。

(84）斎藤良衛「近世東洋外交史序説」237頁参

照。‘

(85）申報「東滅雑聞」（1883.6,1)。

(86）申報「東滅摘録」（1883,7,14)。

(87）循環日報「析津郵音」（1884,3]19)。

(88）西里喜行「琉球救国運動と日本・清国」

（｢沖縄文化研究」１３)。

(89）太田朝敷「沖縄県政五十年｣、比嘉春潮

「沖縄の歴史｣、西里喜行「毛鳳来（富川盛

奎）の滑国亡命事件とその周辺一新たな

救国請願響の紹介を兼ねて－」（｢第五届

中琉歴史関係学術会議論文集｣）等参照。

(90）申報「琉球近間」（1882,7,30)。

<91）循環日報「琉球人の故君を忘れざるを論ず」

（1882,8,11)。

(40）「沖縄県史ｊｌ５、364頁。

(41）西里喜行「清阿（洋務派）の対日外交と琉

球問題一分島・均霜条約の調印回避以後

一」（『琉球大学教育学部紀要」第45集）

等参照。

(42）申報「日本の報を訳録す」（1881]5,20)。

(43）申報「同仇に傭うろを准す」（1881,6’18)。

(44）益聞録「東漉糠防」（90号､1881,3,5)。

(45）万国公報「大Ｈ本国箪器を修理す」（634

巻､1881,4,9)。

(46）循環日報「日本、海防を簿術す」（1881,6,
17)。

(47）循環日報「日本の新報の後に轡す」（1881,

6,24)。

(48）循環日報「來概郵報」（1881,10112)。

(49）益聞録「砲船を購い傭う」（99号､1881,5,7)。

(50）循環日報「戎備を修むるを論ず」（1881,5,

25)。

(51）循環日報「船政を論ず」（1881,6,8)。

(52）循環日報「西報に中国の水師の事を論ずろ

の後に瞥す」（1881,6,18)。

(53）循環日報「中日事憤」（1882,1,30)。

(“）循環日報「西報に中東の事を述ぷるを論ず」

（1882,2,1)。

(55）循環日報「日人の中国を窺探するを論ず」

（1882,3,31)。

(56）循環日報「北方信息」（1882,4,4)。

(57）循環日報「琉球近事」（1882,4,24)。

(58）循環日報「日本近事」（1883,1,8)。

(59）西里喜行「情国（洋務派）の対日外交と琉

球問題一分島・均濡条約の調印回避以後

一」（｢琉球大学教育学部紀要」第45集）

等参照⑥

(60）申報「東滅雑聞」（1883,3,3)。

(61）「清季中日韓関係史料』三､1084頁､1097頁。

「李鴻章全集」電稿一、１６頁。

(62）申報「東麟雑聞」（1883,3,9)。

(63）申報「日高近聞」（1883,2,13)。

(64）申報nlii京日日新聞の兵備論を訳す」（188

3,1,27)。

(65）循環日報「日本の武備を増修すろを論ず」

（1883,1,31)。

(66）循環日報「日本の軍制を整頓するを論ず」
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西里喜行「毛鳳来（富川盛蜜）の清国亡命

事件とその周辺一新たな救国晴願書の紹

介を兼ねて－」（｢第五届中琉歴史関係学

術会磯論文集｣）等参照。

申報「琉球近況」（1888,3,3)。

益聞録「日本新聞」（235号､1883,3,7)。

申報「琉人の党を分つを篭ず」（1883,3,5)。

循環日報「日本の琉王を優待するを総ず」

(1882,1,28)。

申報「東涜雑録」（1882,3,27)。

循環日報「降王、哀しむべし」（1882,4,7)。

なお、益聞録（1882,5,6発行、151号）も

｢魔王､偶むぺし」という見出しで同様の

妃事を褐戦している。

西里喜行「琉球救国購願番集成｣、西里喜

行「消図（洋務派）の対日外交と琉球問題

(92） 一分島・均爾条約の調印回避以後一」

(｢琉球大学教育学部紀要」第45典）等参照。

申報「東報雑録」（1883,2,3)。

１日琉球王尚泰は明治政府から－割利付の

公債証曾20万円を下付きれた（｢沖縄県史」

13,894頁）が、これを元手に商船会社や

鉄道会社へ投資したようで、明治31年の時

点では日本鉄道の大株主の一人であった

(旧版岩波講座「日本歴史」近代四、250頁

参照)。

益聞録「琉王帰国」（1885,1,7)。なお、

旧琉球王尚泰の帰国の状況については、西

村捨三「御祭草子」５０～51頁参照。

「沖縄県史」13,318頁。西里喜行「琉球

救国運動と日本・構図」（｢沖縄文化研究」
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